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5 万分の l 地質図幅 か

説明書~
寄(旭!ト第 32 号)

嘱託k- i市芹
熊本犬学助教授 I ~ )凡

I はしがき

この間幅は，北海道立地下資源調査所から依頼されて，昭和 28 年と 29 年の両夏，約 80

R問の野外調査の結果を取りまとめたものである。なお，この|司幅を取りまとめるために

は，昭和 27 年に名寄町総合開発協議会の援.IJUで行った，名寄町を中心とする地域の，約 60

F1間の地質概有の結果をも利用したc
*と〉

名寄 r~i::113"およびその周辺の地域は，天塩川凹地帯あるいは北海道中央低地帯といわれ，

早くから地質学ならびに地形学とから注目され，北海道の地体構造を究明するためのp 重

要な千掛りが期待できる地域と考えられてきたc この地域の調査としては，明治の末期に，
今争日}1)ろ〉

フミJ;1川とその・.1荒の一郎にそう地域に対して行った，岡村要煎による予察調査と，昭和 27
持2九〉

年，主j烹町西方地区に対して行った， 1喬木亘の予察調査とがあるにすぎない。

fz;同内の主幣岩の露出は非常に思い。そのため調査組問は，広地域におよんだ。北は，

思根内問中百Jt)i;Mの口実来より，南は，士別悶幅南)t~I)の士別にいたる， ~尺塩川流域とその支流

の一寸日さらに東は，名寄川流域を下川町附;5:まで，百は，深名線添牛内にいたる問の路

線認査を行い，この地域の)出序を確立した。

稿を草するに先だち，次のことを明らかにして謝志を表する c

名寄町は，昭和 27 ・ 28 の両年，名寄町総合開発協議会の事業として調査の機会を与えら

れ，当時の町長鈴木秀吉氏，総合開発協議会局道佐議慶吉氏，町総務課長只木仁一氏らは，
#

物心両面の援助を出A しまれなかった。芙j来日lJおよび智忠文村は，調査遂行上種々便宜を与

えられたぞ名寄および芙j栗林務署は，材:JiH司などのIDrJI底資料を快く提供されたコ佐藤貢・

喫山八郎の両氏は，因躍な野外調子でに大きな助力を弓えられたc

長2) ・・… ·2) 福地信I'と: 1906，北海道の地体構造に関する一考察，地学 XVIII PP.843........

848 の如く参考文献番号を表わす。以下これに準ずっ

持昭和 29 年 8 月 1 日より名寄町に合併 c
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熊本大学遠藤誠道教授は，植物化石の鑑定および時代論・対比について，同じく吉井正

敏教授と ILr同一雄助教授は，火山岩類について，それぞれ助言と教示を与えられたつまた

白望紀凶より産出した化石類については，九州、伏学松本達郎教授および熊本大学斎藤林次

教授の鑑定を賜わったっさらに北海道大学佐々保雄教授，東北大学半沢正四郎教授，同じ

く畑井小JJf.教授，および橋本豆博士は，この図i隔の地買に関して有益な討論と批判を寄せ

られた。

II 位置むよび交通

この !>yjljJ 1両の ，tJ める庶民は， Jヒ緯 44 c26'~44c30' 東経 142°15〆·~142こ 30' にわたり ， fumfか

ら約 80km 北方の名寄町を主邑とする。このほか， pz]1福北端近くに主制可があり，ともに

天塩川流域の人口/問密j阜市で‘ある

交通は，宗谷本線がほぼr!i央を南北に走っているほか，南部を深名線，名寄糸~でiiCfんで

おり，さらに名寄，宵南，智恵文 IlIff.と部落をへて定深にいたるパスの便があるこ〉

このほか，疋深町市街地の東方ニワプJ1 11C ~E~って図幅タ!、の仁
'···.7

イrJ?こ通ずる森林軌道があ

って，比較的交通の便に忠まれている、百部の天市山地には， 2, 3 の横断林道があるだけ

で，歩行は，川筋にたよっている。

III地形

*11) *2
、

この地域は北海道 ri T 央盆:地区，あるいは天市川門地帯の・つの名寄盆地に属する ilt!R と

して，地形学上興味深い位置を市めているつ

問Iii両内の地%は，東部の北見山地，西部の天塩山地，および両者の中聞に位する名寄往

士山の 3 つの地区に区分されるョいずれも北北西~南南東 Hの帯状配列をとっている

III.l 北見山地

図幅内の東部山地に J部がはり山しているつこの地域は，安山岩および同質集塊岩から
持12)

なり，従来，北見従 II巨山地と呼ばれてきた c この山積部は，丸みを帯びた平:l:£l.面または技

傾斜面が目立っている。

この図幅内の段高点は 540m であるが，さらに東部および北部では，ピヤ ν リ JJJ(987 m) ,

牢昭和 31年 4 月市制をしく。
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両日 (1129 m) などの 1，000 m 級の山峰がみられる。

北見山地の同縁部lこは，山麓階，溶岩流で作られた地形面のほかに，あきらかに砂。棟。

粘七などの堆積物をのせている段丘両がある c その最高位両は 300m 前後である。

なお，この山地をきる河川流路は，本流の天塩川に対して，反Y字型の形態をとって合

流し，各河川のと流および，その交流などは，直角に近い流路の変化を示している。これ

らの流時形態は，摺曲，断層などの地質構造に支配されていることは，いうまでもない心

III.2 名寄盆地

フミ fii 川の本流にそって， 100m 以下の犬塩川洪 j函低地と，丙部の天塩山地からはり出し

た 200m 前後の，三角形の丘稜地が発達しているそれらを次のように細分する。

a 美深低地 b 名寄低地 c 智恵文丘陵地

この低地帯は，智恵文丘陵地によって 2 分されている。

天主!l!の流路は閃幅南端ではほぼ 92m ， 北端では略 72m の標高をもち， 高度差 20m

である c この間，直線距離で 20km，河軸に沿っていちじるしく蛇行して約 34km にわた

り流下し，その流域には，河跡湖，沼地などを残している。天塩川は，名寄町北方で丘陵

地を横断してIII央谷を作り， 1b- くから“天塩川の滝川とよばれている早瀬が，智東吉野川合

流点下流にみられる。地形的には，名寄美深再低地を結ぶ国道附;£1が，この丘陵地面の II!]

部である。したがって，天塩川がどうしてこの東部の支山岩を基盤として高処に流時をと

ったかとし)うことは，きわめて興味深いことである c すなわち，天堀川は，はじめ砂陳屑

に厚くおおわれた丘陵地面を自由に流れて，多くの侵蝕両を残したが， 200m 段丘l耳形成

の際，流時はしユちじるしく東にかたより，現慌のフミ塩川峡谷在日と，ほぼ同じ位置を占める

ようになったりこの部分は基盤構造にみられる向斜軸部にあたっている上に，西部の天塩

山J也の傾動的曲隆運動の余波をうけて，丘陵地i面を被覆した喋層を下刻して，ついに基盤

の支山岩まで流F与を支IJむようになった。その後の隆起によっても，先行流路をたもち，峡

谷市の流山をまったく同定したものと考えられる

丘陵地には，数段の段丘面がみとめられるのそれらは天塩川およびその支流で作られた

河成段丘の面であるつ美町周辺では，とくにその面がよく保存されている。これは基盤

の第二紀屑をきって作られたためである)これに反して，名寄町周辺では第四紀の砂諜層

をきって作られたため，段丘崖面はくずれ易く，段丘面の保存は不良である。

ヲミ深町東方台地，および西方の川西附;IJ:，智恵文村智西および智北台地，名寄・町北方智

恵文I~刊訂正，さらに，名寄町南方マケシベツ附近などの閃で明らかなように，各地では比

-3-
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第 1 図 段丘断面凶

今や

高10m~20mの出国をもっ段丘而3~5段が認められる。それらは，もともと流水回とし

て形成されたもので，下流に向って綬斜しているが，その上位の函ほど傾斜度が急であるっ

この原因として，I白ーの形成後の地形開Fr，後背山地からの扇状地l面の発達，これら斗形同

形成後にひきつづいて行われている近代の比控運動などを考慮しなければならないコ

この盆地地形は，基盤岩類の複:珂斜部につくられたものであるc また，以前の内陸地印

公|の名残とみられる部分であるョさらに，盆地の東西両側にある断層が盆地形成lこ大いに

あずかっている。た深・名寄低地は，天塩川の侵蝕による最近の沖積平地で，現有の形態

は，天塩川の流路の固定，東方北見山地から注入する;交流の本流流路の圧迫，摺曲，断層

による基盤岩の露出状態などに影響されている。

III.3 天塩山地

凶幅西半部を占め，主として集塊岩からできている摺曲山地である その背 j丸山は山陵

を構成し，西部にヴノレベシ，母子里の 2 向斜電迭をつくっているL! 1稜は 600m 前後のき

* この上に 100m 前後の比高を有する上位段丘面が存在する乙

~4-



わめて平坦な山頂|古iをもっていて，準平原ilii と考えられるような広し〉分布がみられるつ山

稜はワノレベシ北方ーから名寄町丙方にのびるものと，その西のモヰ/リからクノレベ、ン南・方への

びる分岐山積があるコ !1U昔は，東西岡刊の断層でよ出塁状を呈する、とくに，名寄西方の南

北にのびる山地の急斜面iは，主に断層に起因する。そのほか， 山稜部に小起伏がみられ

る。たとえば， ワノレベシ横谷1-;'1 央の[1J lr:f!.， lir稜東斜面のケノレンゴノレ，ケノレンパザト状の地

形なども，摺曲構造による基盤岩の露出状態，およびそれらの差別的侵蝕の結果，つくら

れた足形にほかならないc

クノレベシ盆止は 1句会i部にあたっていて，比較は，若い水成屈を堆積させている。さらに盆

地内には， 4段の河成段丘面がつくられている J 盆地肢はワノレベ v横谷の丙但iJ にある二股橋

で120m，ヲノレベシ川上流唱の沢で163mである。また，これらの地点の上位段正面の高さは，

それぞれ 220m ， 260m で，名寄盆地区の段正面とほぼ一致する比高および、段数をもっ C 母

子里盆地は，やはり r~lJJ~'1 部であるが，前記ケノレベシ盆地よりも，さらに若い地層で l~i めら

れている。盆地内には，不明賠であるが， 2 段の段丘[百がみられる。盆地底は 300m 前後

上位段正面は 380m である J 話:止の高度，段丘面の発達が，ウノレベ v盆地といちじるしく

ことなるのは，母子里盆誌がまったく水系のちがう J司龍川のと流に属するからである。

犬J草山地にみられる河川流路には， rLI稜部の釘両 lこ発達した必従流の形態をとるものと，

ウルベシ盆止やクノレベシ横谷部にみられる ifと構流がある c ウノレベシ川横谷，すなわち美深

市街地百万のワノレベシ川中流の天忠rlr地横断流陥は，洪積世砂牒!面堆積後に断層弱線にそ

って形成された先行流によるコ

天塩山地区は，図幅内で最もよく基盤構造の示されている地域である。と同時に，この

地域の地形は，地層のかたさや地質構造に文配されて，できたものである。

IV 地質

IV.l 地質慨説

図l幅内に克、達する地!函は，西部の天JH山地東斜面に，細長く分布する上部白墨系智75文

屑と，これを不整合におおう陸1点相の新第三紀討の厚層，およびこれらと同/I寺異伯と考えら

れる火山岩類，間隔白央の低地，丘陵地をおおって広く分布する第阿紀層とからなるョ第

三系は西北部に模式的に露出し，下部からヲノシベシ国， 6 号の沢層および川西屑に区分さ

れ，全!邑厚 2，300 m に達する。これらの地回は，モラザセ型の堆積物であって，亜炭層やも-皇
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物化石を豊富に含有するョヴノレベ v層および 6 号の沢屈は ， BetulaBrongiarti によって特

.~ト

徴づけられる上部中新杭で，これを美深層群とよぶハまたウノレベシ層堆積時にはいちじる

しい火山活動があって，合輝石角閃石交山岩，または合輝石紫蘇輝行安山岩の熔岩・集塊岩

からなる二投稿集 i鬼岩とニウプ熔岩が発達している c第三系上部層の川西層は， l泣f( J雨中央の

χ塩川複河斜部にュラ布し ， Fagus} ゆonic α の合有によって，特徴づけられる鮮新統である。

川西屑のと部にひきつづいて複輝石安山岩および集塊岩の活動がある c これらは，従来古

期火山岩類とされていたもので，図幅東部に広く分布し，ベシケ熔岩，および九度山熔岩

に区分される

以今 L: の第三系は，ともに l' )ちじるしく摺 illl 断層起動を蒙っており，この地域の地形に大

きな影響をうえている Cc

第四系は，名寄!函群に一括される今植物化石凶と，段丘扇状地のよ住民屑，および現河床

附;tl の決福山 li目白屑とからなっている。いずれも丘陵地，低地に!よく分布して l) るこ!名寄

層群は下位からき T北 Il"'i・蕗の台回および、初 J茶志内)£~に分けられる。智北層からは ， Aeer

japoni 川m， 蕗の台凶からは Menyanthes tr; ゲoliata を産する。また初茶志内層は， rJr砂利

)詞に対比される砂礁の厚屈である。いずれも洪積統に属する

段丘および、扇状地 fiH 吉岡は現花の盆地!点からの高度で， J-:，中，下位に細分されるが，

恐らく中位以とのものは，洪積世の所産によるものであろうづ

とにのべたように， l吋幅内の新生代屑は，すべてそラザセ型の内陸地向創性堆積物であ

って，上ドを通じほとんど類似した岩本日を示す ο しかし合有情物化石，地盤運動の状態，

地形などから，この地域の新生代)掃の属序および時代を第 2 B% i のようにまとめたじまた，

従来古期安山岩類にしであったいろいろな火山岩の屑序的関係も示した。

IV.2 地質各説

IV.2.1 白蔓系

IV.2.1.1 智恵文 lE

1952 年，軍部こよって新しく発見された合化石白望紀層である c 岩 t日および含有化石か

ら，上部蝦夷層群(従来のr:部アシモナイト Jw または浦河凶群の大部に相当する)の一部

に属するものと考察されるコ智恵文村地内に発達しているので，智忠文屑と呼ぶ。

骨 1952 年橋本によワて美深町西方地区に発達する第三系に対し美深層群なる名称が既に

与えられているが，筆者はこのうち不整合によヲてへだてられ，そして，時代的にも差

違のある上位の川西膚を，橋本の美深層群よりきりはなした。
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時代|層 名 l 記号!厚叫柱状凶 i 岩

J中 i止問 7也」ι」士一色一一見 a ← μ弘樹生理， ;f~±品'fIeJR" 一二一一 一一一一 :
積 |段副長1__ -I、{立町:及び扇状llllJ!仁積層\=~， ｣;-1 陣織謝粘土，磯交り粘土及びイ峨 ο | -zhI福内層の4i 積
~I丘仲間坦瓦長丘地積層 殴芸誌迎。 I ~~~f辻蝕して形成された f

品目J:.的恒哩 i h , ｣1 臨週三 一一二二二:一一一 一一一一一|出回二一洪
引(初茶志内層 H 60 際議雪野 ZK2iFA 上 72U 鵠iiLμ 。ト所謂台地探層
内川(戸(7)一二 15i 議端克仁ィ Jj;~ J:t)t~FL 嗣取市 1ふふーんふん一- lE 同町…

!層| 一三一一一 ...'一一向芳明何土主主三一一一 !_lvlenYUntfiesIn)UllU~_________ J 泥炭(名寄町内淵)

lド凡t昨と予刊 i 一 J上二 部 J C2 2ω仰2却捌OωO 匡2詮三三記ゴ j討淡j炎t淑灰色凝氏悶質沿附泥岩及び砂岩れより川な Mり， 傑此 l A仰cer j紳Gψ柳仰ρμ仰O側伽ni ，ヤcum ι函瓦…… i-I川E 一んAc加Cαer ωωnj
部釦 I f群非 |智 北 層 l 性竺雪-空銅-岩及び亜炭を快有するι。 Berchω:a rae抑制 1u~I~~s ~;;."'u". I 虫比(智恵文北山， I日日東

下部 16「7ι 隊総縦続|向基応部には苦しu、傑岩ある Sかf似和 Equisetum-sp. !炭積)

一一瓦二一二子 店 kji--! 主主日亙言明 EiT 両副可司 τ「坦哩 a dr.~唾以豆一一 /1 東部担 l国盟示
‘ 一一一 一一一 !台地性熔岩(複輝石安山岩)

ぺ ン7- 1仁* I-Pn--, i日仏ぐ|複輝治安山岩及びl司集問 l による仰の形成

1 民議調傑岩，砂岩よりなり ， 11附稀に凝附を i んs ;apムa 十一一一I-!..，，~ふん……
I __ I，ムムム.~守主主笥挟む。- -0-- rT_.n_ｷ_ I 淀川層(石狩)に対比され

層! K 850 軒子子プ竺!?-J _~:-~ ~.....r... ...'..ttIe? :r~-t-1':::"-;-..:.，.t'_~"" ....-.....-"'n- 1-Lt)，j:·/~， I.I_.IJ.... -I- ,; ...L..

i n …J..!..!.!LL.!火三云ιJ 'f~Pf三居中部に稼行可能の亜炭数枚挟有され I る o

区忍誌司る~__ I 亜炭(美深町川西)
I!ol引円照明羽一一~一一一一一一ー一 | 一一一 卜一一断層，間曲運動

:ポア寸青灰色秋川泥岩及び砂岩，並びにそれら I Acηig，ω伽m 凡

の Ii 層上りなり，傑岩及びjJ¥.炭を挟む。 I BetulaBrongiarti

一一一一一一司・ 6 上部・・・削岩を主とす。 I Co ηIus sp

三三云 tdオ 中部...…….日….口.校肌泥岩.砂岩互層を主と μし，喋悶 l Cωy坤ρ抑州ε伊eritγrit必te白S 叩
十二ヰ卒与日:三三:三二 !D ωωSρ知~rl仰os d仕r.
.一.い。日.品泌斗 岩及び亜炭を挟む ο I -~

←十一i一一l一一一￥…~ゴ 附 献を主とすo
rurunussp.

・~ 1 .IW 'vr.;" ~ "-~ ~ ./ U ISalixsp.
下部 I R1 I 却01°?ー00の今ァー4 1

I IVvvvV'......，vvvvVl( ニウプ熔岩，紫蘇輝石安山岩は二股橋集塊 \1

岩 I Ft I Ivvvv.V 汁\岩の七部にひきつづくものと考察される )!

Lvv 二"vvv"' vI合角閃石輝石安山岩を主とする集塊岩。

|ウ_.~ I TT I3~0 ~……I350 I.~ 三ζ三とこ

l ル 上和 U21 ・会空
ベ 400 1・・

茂 (1955)

西

考+市石イ七

今西北海道天塩田名寄盆 Jill 及び周辺地区層序

相

第 2 図

旧美深

BetulaBrongiarti
ZOne

{頃動運動

西部におけるこ股橋集塊岩

及び東部のユウプ熔岩等の

火山活動が著しいの

!I:本層の大部は稚内層に対比
される c

BetulaErongiarti

B.sp.

Castaneasp.

]uglanssp.

Salixsp.

Ulmussp.

暗灰色粗粒凝灰質砂岩ー同傑質砂、岩，治泥

岩よりなり，集塊岩及び火山円喋岩の挟在

苦し。又珪 'It 木，炭 (bt~H' を多く合むの

本層 F部には喋岩の発達著ししまた良質

亜炭を挟む。

ウルベシ層は二股橋集塊岩とインターフィ

ンガーする。

1世集橋

シ

本層上部は声問層にその大

部は稚内層に対比される。

亜炭(美深町川西

炭積)
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ド

斜

に

田

Damesitesdamesi
Eupachydiscusharadai
Hamitessp.
Jnoce ・ramus yokoyamai
/.spp.

灰緑色細粒砂岩及び暗灰色砂質泥岩よりな

り， しばしば泥灰岩回球を包蔵する。Cr層文-

由

仙

智
(

上

部

)

白

重
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*模式地: 又出国中川君jS智恵文村字智南上の沢上流 Lac.No. (B-4) 附近

分布: 模式地からほぼ南北方向にのび，天塩山地東斜面に jf} って細長い分布をしめ

すυ 北は智恵文村智丙パンケトヨマナイ沢上流から，南は同村智南大沢上流まで，延長 6

km ，平均 500m の '1屈をもって分布する。 H立の第二三系渠 i鬼岩との岩質の差から， この白

皇系の砂岩;尼岩の部分が特に侵蝕がすすみ，地形的には凹地を作っているので，地形 l斗上

からもたやすく分布をつかむことができる。

層厚: この地屑は 60
CJ

__80 つに急傾し，かなり複雑にみだされているが，上位の第三

紀!凶にみられる背斜に順応するドーム状構造をとっているようである ο したがって，脳厚

は不確宍であるが，少くとも 300m に達する。

岩 相: 灰色ないし晴天色砂質泥 JE および夜褐色ないし淡灰色の，やや凝 l天質の細粒

砂岩からなる c

一般に成層は著しくなく，砂質泥岩と細粒砂岩は漸序する場合が多く，岩相はひじように

申A誌である。砂質泥岩には，しばしば灰色堅田な泥足岩国球をふくむ。団球の大きさは 10

cm~30cm の楕円休のものが普通で ， Ina 何ramus ， Hamites などの化有が密集している

場合が多い。

化 石: 模式地の智恵、文村智[省主の沢上流 Lac. No.190 (13-4) で， {尼ヲミ岩団球の中

持者・

から Jえのような化石を産したコ

Cephalopoda;Damesitesdamesi(lIMBO)

Eupachydiscusharadai(lIMBO)

Hamites(Poly ρtychoceras) sp.

NeophyllocerassubramosumSPATH

Gastropoda; Rostellariajαρ onica NAGAO

Lamellibranchiata;

InoceramusOrientalisambiguusNAGAO& MATSUMOTO

1.naumanniYOKOYAMA

1.spp.

化石と岩本日から，この地回は上部蝦夷!困群に属することが i円らかである。また，筆吉 Aの
株十.の、可.う)

調査した頓別地区の頓別属群に対比できる c なお，この地層とはほぼ同じ属準と:考察され

持 昭和 29 年 8 月 1 日より名寄町に合併。

制 とれらの化石は九州大学松本達郎教授および熊本大学斎藤林次教授にその鑑定を仰い

だ、 c
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る自主紀屑が，土別図幅の温根別地区，および恩根内閲幅のオグノレマナイ地区 lこ露出し，

広い分布を示している。

IV.2.2 新第三系

新第三系は，美深層群と川西層に区分される ο

IV.2.2.1 吏深層群

1) ウノレベ ν層

1952 年橋本の命名による o

第 3 図 ウルベシ層概念図

ヴノレベシ)ぽは， 二股橋集塊岩と同 II寺異相の関係にある。これを概念的に示すと箔 3 !'?1 の

ようである。 閃11百内で白主系を直接不整合におおうのは二股構築塊岩であるが，ワノレベシ

回は，この焦塊 J吉の問に介在する水成層ともいうことができ，ヴノレベ乙/崩堆積当時の著し

い火山活動を示している。火山活動のもっともいちじるしいものは，ワノレベシ)凶上位にあ

る三股楕葉塊岩主部に示される活動である。 またクノレベシ 1'13の中部にみられる一連の活

動，およびワノレベキ/層の基底部に，厚い集塊岩層を介在することと，岩相によって本屈は

上部!品下部)2'J ~こ区別される。

i 下部屑

7-jJ'

:美深町クノレベシ HI 横谷北の支流(通称、背の沢)を模式埠とするハこのほか，ブーワシベツ

支流の 62 点の沢(通称田中の沢)およびその南の小沢上流にも分布するが，いずれも背斜

軸附近に内座層として小さく揺出しているだけである c各露出地の踏査図を示すと，第 4 CS!

a のようである。図に見られるように背斜の東翼では 20
e
前後の傾斜であるが， その丙

a

翼

では 50° 以土で逆転さえしている ο
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ウ ル ベ シ 横 谷 附 近 路 線 地 質 図第 4 図 a

下 部 層 の 上 限 は 集 塊 岩 あ る い は 火 山 円 牒 岩 の 出 は じ め の 基 底 に 置 く 。 北 部 の相 :山石

し た が っ て ，6 2点 の 沢 で は ， 下 部 居 基 ! 応 部 に 薄 層 で は あ る が ，{ 弓 び 葉 塊 岩 屈 が 出 現 す るc

ウ Jレ ベ シ 屑iご 半 部 の 票 塊 岩 と 集 塊 岩 に は さ ま れ た 部 分 で ， 陳 岩 お よ び 砂 岩 か ら な り ， 褐 炭

屈 を 挟 む と こ ろ を 下 部 屑 と す る 。

模 式J也 お よ び そ の 他 の 露 出 地 の 地 質 柱 状 図 は 第4 図 b に 示 し た コ
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疎岩は 1cm~2cm 大の粘収岩，チャ

ートなどの古期岩類の円傑からなり，

⑤@①①。

uB-灰色粗料:砂によって穆結され，央炭

部の下に特にいちじるしく発達する。

砂岩は， I晴氏色相粒で，しばしば湯川宥
m門
出
山
Fロ

と互屑する部分がある。上部に発達す

る褐炭は良質で，天Jt炭のような外観

をしめし，かつて無煙炭として採掘さ

この炭柱凶を第 4 閃 bれた事がある。
~IO日o rr:

に示すc 下部屑は，集塊岩をほとんど

挟犯していないことと，良質の褐炭層

をはさむことが特徴である。

約 200m厚:層

ソーシベツ 62 点下位回との関係，

@

…1<)0001 D.…,.,

……
』φ斗

……

@
開
園
園
川

の沢ヒ流で観察されるように，集i鬼岩

が下部屑の基民である o t苅 I~両北方思根

内オテレゴザペおよびオグノレマナイな

どでは，下部)函基底の集塊岩のド[こ，

さらにひきつづいて泥岩・砂岩および

棟岩からなる恩桜内)ぽが発達し，介化

石，植物化石を富豊l乙産する。

下部屑央炭部の泥岩から石:イヒ

植物葉化石を産するが，保存はきわめ

て悪く Betula sp. であることがようや

上部屑は， 1952 年橋本による玉川支

くわかるでし，)どである。

)吾書店上11

民ヨ RI

閃Ft
ウノレベシ横谷附近ウルベシ層，六号の

沢層地質柱状 l羽

ソーウシベツ 62 点の i尺

ソ{ウシベツ 62 点の j尺，南の無名沢

ウルベシ横谷西半部(美深背奈 l西翼)

ウルベシ横谷東半部(美深背斜東翼)

六号・の沢第一支流

ソーウシベツ 62lY ， の沢，南の無名沢におけ

るウルベ下シ部層中の亜炭

ウルベシ菅ノ沢における亜炭

同

ウルベシ小学校附近における六号の沢層基

底部

巨司

10m

第 4 函 b

(@@(@@

(@@

山岩質砂岩 ffSIこ相当する c 模式1色は美

町玉川ヴノレベ主/川横谷である。

上部)函は模式地を通り，ほぼ南北に延びる美深背斜の同 j翼 lこ露出するほか，幌加内村母

子里東hの背斜中核にも分布がみられる。
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岩相: 安山岩if£[集i鬼岩や'ムf山岩質火山操岩の介ιの著しい，きわめて火成砕屑物に

とむ地層である。それらの挟ι状態は，第 4 (a~b) 図に示した。しかし，上部凶の主体は

暗灰色凝吠質粗粒砂岩または疎質砂岩である。そのほか細粒ないし微細粒砂岩からなり，

vt泥岩を扶有するもの，互屑して成屑のいちじるしいものなど，いろいろな岩本日を里してい

る。いずれも凝川岩質で堅田であり， しばしば詑化木または炭化木片を erect stump あ

るいは drift wood のようないろいろな状態で合有している。なお，幌加内村I手 f里東南

の通称-r!J川の沢では， 淡灰色相杭凝灰白岩の中に 15cm~20cm の j享さの亜炭凶を 2， 3

1久はさんでいる。この亜炭は，下部屑の褐炭にくらべ，品質ーも思く，薄!促状にはげやすい

性質をもっている。

上部屑にひんぱんにはさまれる集塊拝の一部には，安山岩の円礁を火山氏で開示与した火

山円礁岩に移化するものがある。

層厚: て股橋集塊君主郎の厚v)集j鬼岩屑をのぞき，上部にはさまれる集塊Jtf，大dl

棟岩の薄屈をいれると，模式地ウ jレベシ横谷では，約 400m の厚さになる。しかし， [十jで

は急激に厚さを減ずるようである。

下位凶および上位屑との関係; 下位11オとは，著しい集塊宕挟在の型底でわけられるこ

とができるが，集l兎岩!再の抹 (l:状態が場所によってちがうので，実際には漸移あるし 3 はイ

ンターブ f シガーの関係に示される場合が多い。模式地の南方では，上部)百の凝!:J~Dtfll粒

砂岩と凝!必質訪2泥岩の互屑部が， I百接白主主系智恵文層に援するところがあって， )主君主の白

'jtf系山地に transgressive over-lapping の状態を示している。

なお，図I幅内で，ワノレベネ/肩上部には，これと整合する厚さ 100m 前後の二股橋宅塊刀

の主部がある。

化石: 多数の珪比木が合有される。また振泥岩および細粒砂岩中に植物柴岐片がし

ばしば見出されるほか Betula sp. がその主要なものである。このほか，図柄外であるが，

E市屑と同層準に追跡される地層の中から，次の化Dを見出したの

産地…;だ深町思根内 vロマザプ

BetulaBrongiarti ETTINGSHAUSEN

B.sp.

C01ylussp.

Castaneasp.

]uglanssp.

Salixsp.
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Ulmussp.

クノレベシ層はこれら植物化右のうちとくに Betula Brongzarti によって特徴づけられ，東
*lf,):20)

北地方の根の白化石植物群「こj圧し上部rj=t新世を指示しているつ

2) 6 号の沢層

筆1号による新称で， 1952 年橋本による河西屑の下部および 1;1 出に相当する。河西屑とい

う名称は， 今回，筆苫の川西層に再定義して採用したので， 6+j- の沢という新称をあた

えた

模式地: 吏深町 6 号の沢下流およびその西側の支流流域υ

分 布: 吏深町ウノレベ νi也氏および 6 -i.j- ， 川西地尽に，ともにえきな盆状構造をつく

って分布する

層厚: 美深田J川西サスキロー沢で約 90001 あるが， I'Xi l間内での最大の厚さであるれ

しかしワノレベシ地[~では，上部が削長I] され， 60001 となっているの

岩 相: 日!白1)'(色ないし古花色扶質齢出岩および砂宕，泥汗の互!凶からなる i 棟完や亜

炭をしばしばはさむにとくに，棟宕屑を下部および ~-r rf4"l日こ快 (E し，鍵!討として，かなりよ

く追跡できるので，地質問にも図示した〈

6 げの沢寺は宕fmこよって， j: ・中・ド在日にわけられる

i 下市凶

6 号の沢村 Jt~n支部をよく観察できるところは， ウノレベシ二股楠附;JIおよび川百サスキロ

ーの沢である 二股橋附;JIでは，市 4 Ca,b) I刈および地質住球閃で示したように，て股橋

①巽添附ウ ①か内刈 II 下流② 7ッコウ工ノオイ ，R ④サスキ口ー沢 ⑤)11 団4繰日 ① @ ① ⑤

500

I~D0n

第 5 図 a JIl面層六号の沢地質柱状団

-12~

里雪昼間 匡ヨ砂i"!€iFt 百 Pn: ~'γヶ~:;-5

-;~臼蹴 ~ 耐 K-)i[dIif:
一一 R3 汽号の珂芦土".\

圧E 措賠 ~師向耐 Rr " 中部

R, 下鉱
工コが花昌 EJ 堤防 川

氏 二ij~橋室噂5

Eヨ旬、岩 Eヨ貯、制右 φ 祖吻 it包

第 5 図 b 川西層の炭柱凶



集i鬼岩を直接おおうのは，暗氏色砂質砂泥岩である。この上約 250m は牒岩屈を，ひんぱ

んに介点する。操岩は， B吉灰色砂泥岩および細粒砂岩の中に 2 cm~5m の厚さではさま

れる場合が多い。

礁は大部分が粘!史岩・チャートなどの古期岩類の円礁ないし局平礁である。疎の大きさ

は， 2~5cm のものが昔通で，灰色ないし黄褐色粗粒砂で堅く隈結されている。なおこの

操岩中には， しばしば炭化した木片および erect stump をふくんでいる。

ヴノレベ己/地区では二股楕集l鬼岩を直長おおって古:灰色泥岩ないし砂泥岩が発注し，その

上部には瞭岩をいちじるしく挟在する部分がある c ただしこの部分では，牒岩は砂岩と互

)ぜし，ー)凶iの牒岩で厚さ 40m に達するものもある。 したがって，本屑堆積当時の古地問

を考察するのに立義をもつものと思われる。すなわち，この疎岩の礁の大部分は，現在南

東白三位する北見山地の基幣を構成する日高系の岩石であって，これらがこの地J戒に，南

東方河から流入する河流で起びこまれたものと考察される。

一方， 6 号の沢およびサスキロー沢などの基底部ないし下部の状態は，第 4 (xi および第 5

Nに示した。ナスキローの沢で，二股橘集塊岩を直接おおうものは，暗灰色粗粒凝天質砂

岩である c この上位約 250m の間には，晴氏色粗粒砂岩および疎岩をいちじるしくはさむコ

砂芦および牒岩は， きわめて火山砕屑物にとみ，安山岩の 1 cm~2cm 円牒ないし疎が安

山岩口火山砂で勝給されたものや， 安山岩を主とし粘板岩・チャートなどの古期岩頭の 2

cm~5cm の円礁を，日音花色凝l宍質砂で腰結したものなどからなっている。またこの間に，

H音百万:色i珍泥岩薄!討を挟み，しばしば炭化木片をふくむ。さらに，南部の智恵文村 18 線沢，

14 線沢などでも同様に，二股情集塊岩を直接おおうもうは灰色粗粒凝り〈賞砂岩および疎

芳である。

以上の事実から， 6 りの沢基底部は，東部地域では，ウノレベ己/地域にくらべ棟岩・砂岩

などの粗粒胃の発達がよく，また，いちじるしく凝灰質であることがわかる。これは，東

部地域はヴノレベシ地域にくらべて，堆積物質の供給源の北見山地に近い上に， さらに当 ~J:

東部地域にはニウプ熔岩で示される火山活動があった事によると思われる c

ii If!部屑

中部出は，晴 l天ないし肯疋色泥岩ないし砂泥岩からなり， しばしば灰色中粒な l )し細粒

砂岩をはさみ，互!起する。また II寺に牒岩および、亜炭層をはさむ。ワノレベ i/ 地区の中部)世の

状態は，暗色 i珍j尼胃ないし ， iJ 巳岩が主であって，植物葉化石を多数ふくむ。また，炭質頁岩

のようになっている部分も見られる。砂岩は，青緑色中粒ないし細粒で， 20cm 内外の厚

さではさまれる場合がある。一般に泥岩が優勢で，著しい互層を呈することは少い c 牒岩
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は約 4 枚がウノレベ v地区で認められ，広く追跡できる。礁は， 1J-期界類の 2 cm-5cm 大

の円牒である。まれに石英粗面岩の円礁をふくむ。この牒岩は，牒質砂岩ある l )は粗粒砂

岩に担I]方変化する場合もあるのしかし広く追跡できるので，よい鍵屑となっている lつ一枚

の厚さは 5m 前後である。 6 号の沢，川西地区の中部)函は泥岩・砂岩の互層がいちじるし

く，その聞に稼行可能な亜炭屈をはさむ。 また，時に 1 屑-2)函の操岩をはさんでいる δ

サスキロー沢では晴灰色泥岩と， 9'1粒砂岩 2m-3m の厚さの互同がある。その問に厚さ

70cm 位の亜炭)凶をはさみ，植物葉化石を豊富に産するの との亜炭層の延長は，ワツコワ

*エシナイ沢上流で，かつてた深炭砿によって開発された事がある。

中部)函 lこ扶有される疎岩は， 6 号の沢では， 粘仮岩・チャートなどの 2 cm-3cm大の

円礁を，古灰色中粒砂で腰結したもので，厚さ約 50m! こ達するが， きわめて不規則で，

側方に広く追跡できない。ワスキロー沢では，厚さ 5 m 1\'[で，これも広く追跡できないの

中部肘は， )手さが]350m である。

iii J二存 G )r~

上部開は， m西地区にみられる泥岩の優勢な部分である c一般に， 1m 屑Jffi .l鬼状を里するが，

III 部肘と同様に，砂岩をはさみ互開を示す部分もあって，中部肘とははっきり区分するこ

とはむずかしい。ただし， j二部}討には牒岩をはさまない。ウノレベ ν川下流では厚さ 2m の

白色凝り〈岩屑をはさむ) J二郎屑の厚さは 300m-400m である。

6 げの沢)凶は J二にのべたように，いちおう k ・中・下部に分けられるが， 岩十日の{~， :J 方

変化がきわめてはげしく，また露出が十分でないため，各部屑の境界は，かなり人為的な

線で ， lt1~'1 河に示したっ

下位層との関係: 6 号の沢!ぽは，二股橋集塊岩の上に堆積したことは， ナスキロー沢

の下部屑の，安山岩質砂岩・牒岩の介在によってもあきらかである。さらに川西・智正(文

地院で，基底部は南へしだいにあがる状態を示している。これらは， 6 号の沢屑:t it 積刊の

火山活動によって， :t it 積盆に生じた地形的 relief によるもので，二股橋集塊岩と， 6Ef の

沢層の問に不整合のような，時間的問|涼は存(r.しない。

化石

下部)語: 美深町ワノレベシ横谷 La c. No.616(A-I)

BatulaBrongiartiETT.

中部層: 美深町ウノレベキ/及び m丙地区

# 旧美深炭慣のt'[ 口(第一抗〉は既に崩1貸して居り，坑内の状態を調査することが出米な

かった。
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上自層町川西ナスキロー沢 Loc. No.824(B-2)

BetulaBrongiartiETT.

出物化石は，きわめて望I±Jであるが，その大部分は Betula BrongiartiET T.で，ウルベ

シ層と同じく Betula zone に属し，仙台附近の tN ノ白石J:rLi~'句 fじ:日開に対比できる

!日代はト新世を指示する、 したがって， 6 号の沢肘は，社内回ないし /Lf[ 旧日:こ対比

される陸成屑ということができる

IV.2.22 Jl!丙回

持

1952 年，橋本による河西屑のと日 J~引こ相当する。当 II! J'1吉本によって，このヰ!副主，半首の 6

号の沢 ri~~ と」連の HU 詞のー ιとして jヲ察され，これらの地問は河百!出とよばれていたっ し

かし今回の"]';:丘の誤査で，橋本のいわゆる河西層上叫居は， J5相立に持づけられるうえ

に，その主民には不整合がめられる〕さらにその含有組物化日が， 6 号の沢凶では Betula

Erongiarti によって特徴づけられるのに反し，川西屈は Fogus jゆonica であるという事完

から，脳として独立させるのが妥当であるコしたがって，川西凶という屑名を再定義して

この地回に用 l ~ tニョ

模式地三深町川百ワザゴクエンナイ沢(通称主深此砿の沢)荒々減。

分 布: 川丙居は， ，えの 3 つの地区に分布している。すなわち， a) 予言認可川刀~智

百花区，北はワノレベシ川下流および，南方の大沢，ワザゴクエンナイ，ナスキローの各下流

をへて，智恵、交村智百に王る天塩川内斜の上部屑として主主状に分布する。 b) 百三 iiiJ 東方

骨文京 25) 参照 なお河西は正式には川西であワて，美深町の区名の 1 ヮである
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丘陵地に摺!也構造をつくって，図幅の北方へ延び、ている。 c) 名寄町西方の有利里川およ

び初茶志内川と流流域の天塩山地山麓書店に，断片的な分布がみられる c

層 厚: 美深町川西 4 号の沢の露出から厚さ約 850m と測定できた。これは，図幅内

の川西屑の最大の厚さである。そのほかの露出地の居i'i-は，市 5 図に示すように， 正当日が

いちじるしく削刺されている。たとえば， ウノレベぷfir下流では， 200m を残しているだけ

である c

岩 相: 牒岩，砂岩を主とし， ~.松川岩を不規則に挟む，またしばしば亜炭屑を，まれ

に凝灰薄屈を挟有する c 全体として岩本[1の変化がきわめてはけ、しいので，扇状地または三

角川のf町長相であろうと考えられる。主な露出地の;志賀記状同を示すと，第 5 f<:i のようで

ある生白ま著しい偽I~dを呈する棟岩，砂質棟岩からなり，その好露山は，う訂主12可東方 2

km の 6 保台止の南.t司の崖 Lac， No.3(C-1) にみられるご f，}~にはしばしば綜行可能な草

炭層が秋まれる r また七百は砂~~1'， 1喋岩および i必泥宥の互)語であるつ凝岩は，た深 I町川

西正区で ~， :c，められる~その 1 つは，サスキロー沢に発遣するもので，主底から 200m 上位

にあり ， ;亨さ 30cm である c もう 1 つは，ワヅゴワクエシナイ沢ド流にある)手さ 3m のも

ので， }[i ii可屑県内から 500m [:イ\I.にあるハいずれも白色粗暴言三 rfr 万民で ， m百回堆積中央

に火山活動のあった事を物語る c これは，J![話回f.:主のパシケヌr! T:古賀集塊宕の校

在によってもfIりらかである。

m百)巴!の主体をなす疎岩の操は，粘!、 I~ 岩・砂岩・;尼官・チャートなど日高系・白豆系の

Ji 削岩類や， {tJl4; 百・交山岩などの径 2cm~3cm の円!深または吊平なメしみのある礁で，

J;)·~n ， j~ 色料位砂で穆治されている。風化百では，きわめて粗緊で，鉄示で赤褐色[こ汚染され

ているいこの牒岩はしばしば偽層を呈し，数 m (2m~7m で 5mr]iJ 後の場合が最も多い)

の j手さでひんぽんにはさまれ， しばしば亜炭破片を台んでいることがあるハ砂宕は日緑色

粗粒で，その新鮮な而では，鮮かな吉紋色を呈し，一般に諜岩1-::に 1m~2m の厚さで，

はさまっていることが多いコ 1J£ 泥有は吉夫色で，風化而では淡町~決黄褐色を呈し，容易

に相片{[:し，また j二:;犬にくずれるコなお，砂岩， i必~)己岩はやや凝克巳であると亜炭は j珍if立

岩の 1;1 に 30 cm~70cm の厚さに達するものが故枚はさまれているのが汗通である。 しか

し，何方にいちじるしく岩相変化するため ， J1~c 吋E阿にわたって追跡できる炭層は少し

亜炭層の会止の完達状態，および露頭での住状図は宗 5 図 b に示した c

]f[[JGj層に高するが，岩相が模式地 F付近のものと，ややちがったものが名寄町西方の天主山

地東麓部[こ発達して V O る。ここでは淡史色訟泥岩が主体で，時岩および凝灰質細粒砂岩を

はさむ c また亜炭の破片や薄層を不規則に含んでいる 1払尼岩はやや凝冗質で軟弱であるつ
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ウj州、川 II 一一?

第16 図 ウルベシ川 F流における川西層某底部

A・...一粘土 100em)
;河 f手段丘 Jft 積層

B· …..傑 120 em)

C……喋岩(偽層を呈す)・・・・・・川西層

D……灰色泥持(無理用)……六号の沢層(上部)

風化出では， 1em 内斗の細片となり，容易に土状となる。 また，砂岩と互属する場合が

ある(この地区の川困層は，独立した分布を示していて，層準についても疑問を残して l 九

るが， 下位層との関係などから，いちおう川西屈の同時異相と二考えるのが妥当である。

ドイ立)凶との関係: 美深町ワノレベ vJ[[ 下流の大沢との合流点附近の露出は，第 61ヌlのよ

うである。 6 号の沢屑に属する Jm 層理!必色泥岩をおおって，}fl西層基底屑の偽層した牒岩が

のっているが，その問にほ，いちじるしし 3波状侵蝕面も見られず，整合のように観察される ο

しかし，この面をとえとし，上位は著し

く操;ミーとなりその岩相が一変する。さ

らに下位の 6 号の沢屑に;忍められる向

ぶ拍より著しく玩によった向斜軸が，

上位の川河屑に認められるコこれは，

;与三で見られるように，単に断層に

るずれだけではなく，青地居間に江勤

ょの旧道があったことを示している。

また，各単 l町三での[よい ([:(i (市 5 [¥:(i)

{こ示したように，点は下位の

いろいろなJ1 riJ 準に接している c

すなわち， J[Iヨ三!えでは 6~j- の沢岡と市のいろいろな }@i p.を切っている。美深町東部品

区では，二股楕呉広岩に直接し，さらに，名寄町田方花氏でも同様ー-股橋東塊岩に対し，

いちじるしい古川傾斜の予言を示す川西屑下町屑が，店長これをおおっている。このよう

な事実から，川百居(土下位冒といちじるしい斜交不整合の関係にあり，とくに，東部と南

部で l) ちじるしく示される

上位屑との関係: 川西同は，その東部でパシケ d どIII 岩および同案塊宕に整合に移化し，

その a部と向山真相する

なお，Jl[百層上ぷはし〉ちじるしく削景 IJ をうけ，その後の若い地層および段丘堆積層によ

って不整合におおわれている〕

化 石: 植物 it 1i が多数発見されるが，破片が多く鑑定にたえないものが多い乙しか

しJ(ff~ 刀、は ， Fagus であるニ美深町川西ワザゴヴエンナイ沢下流 Lac. No.479(£-1) で，

川西!西日戸の川色凝!ど貰訟泥岩中から，明らかな Fagus }，ゆ onica MAXIM の化石菓を見

出した」この比ほ. 71 立の 6 号の沢層が Betula で特徴づけられるのに反し，川直属を特

依づけるものであるご
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時代的には鮮新世を指示するもので，東北地方および北海道の，諸の口層，滝川層に，
・持

FortipectentakahashiYOK. とともに多産する。

IV.2.3 第四系

問|福内の丘陵地および低地には，オミ凝[刊の粗緊砂岩・日程岩，訪的色岩および砂・棟・粘土

からなる地層が発達する。これらは，下位の第三系にくらべて，構造運動の影響も，合有

植物化石もことなっている。

IV.2.3.1 名寄層群

1) 惇北屑

1954 年，草月の新称で，智忠更村符北台止の;者端の鉄道l:: JJ .s il (智忠文駅より仁宇 {[J 川間)

を模式地とする。

分 布: 模式 jむのほか，名寄町明石対正台地，同町両方初茶志内丘陵地，および

西南隅の;l tl{ J: f 里地区に分イ Ii し，問!、 If- の進んだ丘陵地の l刊完を構成する。

層 厚: 正佐岩の第三系の形状， )ヰ構到の余波による，よわい渋 lili 構造および，い

ちじるしい偽府堆積などのため，その F!"] J'3'{ を，充分にたしかめることが同世である J しか

し，模式出の露山から 200m 内外と考えられる。

岩 相: 淡 i，!(色凝目立砂 yj ， 14 〈色ないしご桁色 11j~i 尼岩からな I) ，疎むおよび亜日間を

さむ，本屑の正時 ~J:~ には，東;布地域(百忠文村;l tdr 地[50 および名苛日 IJ 東部松ケ丘地!てなど

で， )ちじるしい牒岩!凶が発達する。前苫の立ほの疎岩層は，支山宮の 10 em~30 em , !J与

に 50 em~100 em にも達する円牒が， ι氾但粒凝灰質砂で官結されている。また，名寄町

ケ}壬東 (Wi] の名笥:]f)河出では，角閃行支J!!岩の 10 em~50em 大の亜jLi維を，淡町色凝砂

および同粘!二で、穆給した厚さ 70em 刊のli栄吉があるつ一見，若いtR~~岩または泥熔岩況を呈

している。しかし，料ケ丘でも，そのーペ亡にはよく淘汰された円J深層およびチャートなど

の，占 f明岩類の小円礁を合み，やや成屑状態を示している。また，西部地域では，このよ主

屈の基底部の牒岩は，北母子豆地区および初茶志内地iメ:で観察されるが， いずれも 2cm

~5em 内斗の薄屑で，大部分支山岩の円礁からなっている。このような地域白なちがいは，

東部地域に広く分布する交山岩類の行(r:， JHJ'h盆の形態を反映していることと，Uわれる

この lillIeの主部は，砂岩および跨泥宥で， それらが lm~3m の早さで互)討する場合が

多い。その問に疎岩およびまれに亜炭!討をはさむ。各地の露出状態を弟 7 閃に示すc

砂岩・疎岩および訟泥zなど，ともに風化面では，きわめて軟弱粗緊で，段丘if町長物の防

# 遠藤誠道教授の談によるつ
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① ② ① @ ⑤

⑪

門 T

⑦

T

⑦@⑤

rn~_ -ム延匿雪操， 1i襲岩
仁ゴ rl'i~L ， ;足長 偽層せる砂喋

亡コ~'J;質 i店長ー~illI炭

凹 22主主口 E炭質泥岩
田 fl~!/ UJ 田植物化石

Eヨ百砂川斤，vJ 内 T …河成段丘堆積層
主 /7:""}.: ゐ n ...初茶志内層 ,

3ぐ議置決戦 じ ・・・智北層 I I

第 7 図 智正(文村智北~北山附近における智北居露頭柱状l~

・!涼および、粘ーとと"斗'~上 rAJ!!]することがむずかしいε 砂岩は;沃た!川リ川:色粗半

いろで，ともに凝主である(また時には，偽!再を呈するこ珠山岩は ， J火色なし)し決青j火色粘

土状で，風化!封では，しばしば淡黄褐色を示す(また，民古物をふくんでH白川色皮質泌:習とな

っている出分もある}なお， 2 枚----3 枚のうすい亜炭層が扶ir:する c疎!Gは安山岩。粘!定吉・チ

ャートなどの 2 cm----5cm 大の円礁を淡褐色十日粒凝 IIノピH砂で穆結し， しばしば良分で赤褐

色~黄搭色を呈する 昔通 30 crn----40cm の薄層であるが，掃に 5m におよぶこともある

ドイ \f. 屈との関係: 模式地では，下位の複輝石支山手手および同案塊胃に，各寄町、j- j5:では，

川西日角閃石交 LU 岩買事塊岩，まだ北母子里止[てでは，角閃石三山宥目黒塊岩(二股橋実塊

腎)に接しているコしかし，同 %~l}q では下位屑との境界面を観察することができないコナこ

だ，南方七 fiji 刈!同の深名線沿線で，智北屑がて投楕宅 j鬼岩を不整合にきる関係が観察され

る〕以上，のべた事実および基盤の凹所をうめだ分布状態から，下位回とはかなり大きい

不整合関係にあるものと守えられる。とのことは，さらに台有出物化行，および造構運動

の去によっても明らかである c

化 石: 杭明菜比百が，各地で見 IU されたが，いずれも破片が多いそのうち， (えの

ものが鑑定できたこ

産・.....幌加内村北母子呈深名線沿線 Loc. No.305(A-5)

BerchemiaracemosaS.& Z.
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Fraxinussp.

Ficussp.

]uglanssp.

Salixsp.

Styraxsp.

産地・・・…智恵文村恵深橋工事場 Lee. No.536(C-2)

BetulaErumaniCHAMISSO

Lanceolariasp.

智北屑を追跡して，士別悶幅内風速村西名寄 28 線，およびド川|司白山下川町南}]桑の沢

*Acerjaρonicum THUNBERG の保存良好な架佑石を得た c上にのべたような，いろいで，

ろな阻物化石，とくに Acer japonicum によって， この地層は下出洪積世に対比される
持11)

この化石は栃木県の出原化石植物群を合む市原!討群[こ多古する これらの fじ干 7すなわち，

は下部洪積世に出現して J見世にまでおよび，まだ昨新世には発見されていなし

路の台)討

*:Vi)

1955 年遠謀，今西の命名による。

2)

その模式法は， !叫 Ii届同域外の粍加 l片付持の台駅北河 200

m のワツナイ川河崖であるコ

この地)討の名寄|可幅内の分布は，ネ DJ 茶志内 )d および段:主土佐積層におおわれ，布:分

しか名寄町有利里川流成と智忠文村智恵交川流域 lこ，断片山に分布しているだけである

も，分布が，いわゆる天 j削[! [1 fl) 色の中央市にかぎられて lユることも，興ある事実である

図幅内では， 1 つの露出で，せいぜい厚さ 4m ていどを，夜祭できるだけで厚:層

ある。

しかし，ほぼ水平凶である J

するものと考えられる。

白色火山氏および泥炭をはさむ;粘とは青 I'ノミ色で.粘土・砂・牒からなり，相:岩

薄ほ状にはげやすいもの，淡町色ないし淡褐色の凝灰白のもの，および砂買ないし操の

ものなどがある c 砂は淡灰色ないし青緑色の，凝;売買細粒砂を主とし，屑埋のいちじるし

いもの偽層を示すものがある。 磯層は，支山岩・チャート・*占吉などの挙大以ドの円陳

泥炭は 10 em~70em の不規則なレンズまたは同平陳で， 1m 内外の j手さのものが多いニ

体としてはさまれる。また，泥炭質粘土[こ移{とする。各露出の[主状[ミ iを事 8 悶に示す r

この化石にう νて後日遠藤教授により発表される予定。

- 20-
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この泥宍中には古物j立体が多数発見される。そのうち Equisetum sp. はもっともふつう

に見られるものである c また，図幅礼蕗の台附近で，この地層中から Menyanthes の種子

を多散発見したc

の 。 ③ @ ①

5問

区ヨ医盈医~ Eヨ Eコ Eコ.~
abc de f g h

'ο.... ，
，-、，

F

第 8 図蕗の台層露頭地質柱状|求l

a…喋交りローム状粘土 b…傑 c…砂諜 d…砂 e…粘

土 f..·砂質粘土 g…泥炭 h…火山灰 H..·初茶志内層

F・・・蕗の台層

の…智志丈村智南 Lac. No.159(D-3) ①…名寄町北西智

志丈街道峠下 Lac. No.203(D-4) ①・・・同 Lac. No.204

(D-4) ①…名寄町ウリ Loc. No.72(D-5) ①…名寄町

ウリ・造林の沢 Loc. No.103(C-5)

蕗の合同ド部 lこ快有される白色火山灰は，模式 H!iをはじめ図|福内鎚層として，いちじる

しいものであるっその厚さは， 10cm~200 cm に達し，あきらかに水中の堆積層である。

下位屑との関係: 図幅!}~では，露出不充分のため，下位屑との rcr 援の関係を，たしか

めることができないっしかし，模式誌でほ，下位の智北岡 JW 積末期の，沼沢法の局部的な

堆積物の状態を示しており，両者の間に六きな l時間♂ j間|療は認められないっ

化石: と;8';のように ， Equisetumsp. のほか，図 rlJ~ 外であるがこの店屑の屑準の泥

炭から Menyanthes trifoliataLINNE の種子の化石を多数発見しており，いわゆる洪時世

lIJenyanthes 帝の屑準である亨は切らかである

3) 初茶志円 hti

1954 年，今自の新 !f~; で，この ~2 ±.P~ の丘陵;半面を j享くおおう，いわゆる台地球回である c

模式地: 名寄町市街可万初茶志内山下の天沼川河崖(土別図 rp高〕
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分 布: 図栢中央の名寄，智恵文問の広い丘陵地，および東部山地西探の丘陵の一部

に分布し，いわゆる天堀川問地を埋めるような状態を示す。そのほか，やや岩相がちがっ

ているが，砂牒・粘!二屈が，西部のヲノレベキ/・ほ子里盆Nt地区にも発達している。

これらはそれぞれちがった堆積判盆に堆積した，初茶志内層準の堆積物と考えられる。

層 厚: 名寄町西方越I-;r団体の丘陵地の露出で， 約 60m の J亨さをはかることができ

る

岩 相: いちじるしく偽層を示す砂i深層で， νノレトおよび粘土の，薄層やレンズ体を

はさむ [~jl:;両国では，名寄町越 It!団体百万 160.8 m 三角点の下の庄，智志交付智南南方の

智 i有川の出，および、宮Tjじ台ヰ両端ニワプ川のftc，など，好露出がみられる。それらの地点の

山百一花氏図のつを主 7 図および第 9 図に示すo

1珠ij';(dr岩・砂岩・粘 lU岩およびチャートなどの 2em~5em

fこの円操・吊子操で，黄褐色粗粗砂でわずかに穆結されてい

る、石ミで赤褐色に色づ、けられ， r司く腰結されている部庁も

あるが， J!fU七 lIdではきわめて粗緊で， JJi] れやす l)~このよう

な砂礁は，偽府がいちじるしく民色相壮砂，淡川色vルトおよ

び粘などの薄屑(J手さ 50 em!)J 外)や，レユノスゃ体を，不規則

にはさんでいるここの再は，上店から下部まで偽)討の受注

が lJ ちじるしく，上にのべたような宥相を示してし)る。この

ことから，水流で急速に運揮され，短時間に沈積した三角川 i

のような tfl: 限~'0と考えられるこ

ワノレベシ・ほ子呈詰:地 lこ，分布するものは， 9 図に示す

ように，棟および粘土からなり， しばしば泥炭層をはさむ二

また， {主屑はほとんどみられず，名寄・智忠文地区の;官相と

f百五十日がちがっている c

すなわち， ウノレベ v ・母 J.里地区では JiHi~!!~j には，すでに

東部[こ天主山地があって，周辺の山地から出 i盆に，ひかくで

き静かに堆荷物がさばれたため，粘土の多い岩相をしめした

① ①

己
千

四
e

巴
d

図
c

巴
b

第 9 図初茶志内層露頭

地質柱状 IZJ

a …粘土 b …ローム状

粘土 c …礎 d …砂

e …泥炭 f …火山灰

H…初茶志内層 F …蕗

の台層 R…六号の沢層

①…智恵丈村智南 Lee.

No.179(C-4) ①…美深

町ウルベシ Loe. No.735
(A-2) ⑦・・・ l院力[]内村北

母子里 Lee. No.210(Aｭ
5)

ものであろうここれに反し，名寄・智恵女地区では，日 "lj 盆形態、も六きく，天塩川や名寄川

で午散に Jit 積物が古びこまれたような様相を示している

下位層との関係: 第 7 図および第 9 図に示すように，宮北層，蕗の台!函および 6 号の

沢屑を切って， i~J 盆低所をうめたような産状を呈し，下位!出とはあきらかに不整合関係に
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ある

化 石: ほとんど化石を党見していないのただ，図幅丹、の模式地で，操居中のネ/ノレト

薄層から ， Ace1・ sp. の種子をえた。その\".部は高位段丘によってきられていて，地形勾に

みて，洪積層であることはうたがいない。

IV.2.3.2 段丘および扇状地堆積層群

1) 段丘堆積層

図幅 r;~ の丘陵地や山地の縁辺には， 3 段~5 段の段丘而が認められる l いずれも多少の堆

積物をのせている。これらの巾で，段高位のものは，標高 300 m~付近にみられ，比高は 200m

に達する。これらは高さによって，上位・中北および下位段正f問者層にわけられるが，上

• ~r-r位のものは，両の高さおよび開析度から，洪積世の毘のものとさえられるニ

i) 上位段丘堆積層

東日山地周縁，とくに完深町東万台地においては， 300m 段任両がよく保存され，その

面のうえに，決褐色粘土状土壌が白色チャートの 10c m~20cm えの円棟および主性の士

山官の岩土曜をしばしば合んで発達している c とくに，ニウブ川および智民吉野川流域の台

地では，チャートの円疎が日立っており，古い流 hi持の河成 Ji 円三!日を示している

ii) 中代段丘堆積層

|ズ i r問中央の名寄・智忠文その他の正陵台地に売淫するに 3 段~4 段の市の!二{三分布してい

①①

[同
@

叫

悶

悶

晶

軒

剖

/
/
/

④
/
幽
川
ハ
ハ

③
川

第 10図 名 寄 町 緑 ケ 丘 台 地 の 洪 積 層 露

頭 地 質 柱 状 図

a. . ·腐 植 士 b … 砂 質 粘 土c· . .粘 土

d … 諜 交 り 粘 土e … 泥 炭 質 粘 土

f … 砂 彦 事 交 り 泥 炭g … 傑 h · · ·砂

i … 偽 層 砂 諜j … 諜 岩 ( 凝 灰 質 )

k … 決 泥 岩t2・ ・ ・ 段 丘 J i J : . 積 層R . . ·初 茶

志 内 層 C1 · • •智 北 層 ( 下 部 )

る ) そ の 比 高 は ，2 0 m以 上1 0 0 m前 後 で ，

2 m ~ 3 m， 可 に よ っ て1 0 mの J享 さ が あ る

岩 相 は 牒 お よ び 粘 一 七 を 主 と す る 。 表 屑 は ，

粘 土 屑 か ら な っ て い る 場 合 が 多 い 乙 標 式 土 l f : :

lま ， 名 古 川 東 南 保 ケ 丘 台 泡 お よ び 智 恵 、 交 村

智 丙 台 誌 が あ るc ( 事1 0図 お よ び 第7 図 参

照 )， こ の 地 屑 は ， 初 茶 志 内 屑 を き っ て ， う え

に の っ て お り ， 岩 出 も ， 初 茶 志 内 ) 討 と 類 似

す る の で ， は っ き り と 沢 別 す る こ と が ， む ず

か し い こ と が 多 いc ま れ に 薄 いj尼 民 国 の 発

達 が 認 め ら れ る ( 去r~の 粘:-L : (土 ， 煉 瓦 お よ

ひ 、 士 官 な と の 製 迫 田 に 採 掘 さ れ て い る ご

iii) 下位段fi:. f計五凶

現宍の沖積而からの比高 10m 以下のも
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ので，天塩川およびその各支流流域に分布し，砂・疎及び、粘土からなる c 開{'if皮は小さく，

i主%L百は完全に保存されている。河流流域に局蔀的に分布するので，扇状地堆積屑と出向

されやすいυ

2) 扇状地.t}f積回

段任 f1t 積層と区別が同雑であるが，訂の傾斜が急で， LJ，j]頁の市分 l三あきらかに河流々路

を求めることのできるものを，扇状地として R別した。 堆積物は，面の高さによって，上

位扇状;ヰ堆積層および下 1\'1: 扇状;l[.t 11:積屑に分けるつ

i) ーとは扇状:色 ff: f貢屑

西部山地東誌の，丘陵地而上に， l- II 仕段丘 Jif 積層をおおって発達し，その高度は 300m

で， 日立段正面と同じである。堆積物は砂 1深層であるが，多くの支山岩の角諜岩塊を合ん

でいる c 地形市はかなり開祈され，扇状地の原形をとどめないほどである。時代汁には I:

位段丘堆積層の一郎から It i位段丘積凶におよぶものと考えられる

ii) 下位扇状地.t if T'丘一物

官忠文J[[・ニワプ川などフミ塩川支流の J中間地面一 t.1こみられる扇状地状の J主活物で， 日立

段丘 i阿古 It~ および ?rf :l頂地堆積層と j斬移する c 砂 ·1 諜・粘土等からなる。

3) 出園地 JHJ 剤、五

いわゆる沖積凶から，下位段 E堆積凶およびド位扇状地堆積層をのぞいたもので， X塩川

本流，支流の氾濫 Di Yおよび低平地に分布する c 岩相は，砂・牒および粘土で，泥炭をはさむご

存地の地買位決凶を市 11! 可に示す。このうち①，①，①は美深町と智恵文村の出の ;~15i 三橋

工事場の試誌の伴;県である c ①は天塩川南rr.，①は北岸の畑地で，①・①・①の距離はそ

れぞれ 200m である。 ここでは砂疎屑は 5m~9m あって，その下は 2m~3m の古灰色

粘土屈となっているこ) さらに， その下位には軟質粘土状泥岩があり， これから Betula

ErumaniCHAMISSO お kび汲水産二枚貝 Lane ωlα ria sp. を産する。粘土居以下は，恐ら

く智北!ぽ上部に属する乞のと考えられる。

IV.2.4 火山岩類

この図幅内に広く分布する，いろいろな立山岩質の熔岩および集塊岩は，時代汁にみて?

と部中新世稚内階のワノレベシ屑と同時異相の関係にある，丙部の二股橋葉塊岩(角閃石完

山岩)および東方のニウブ G熔岩(紫蘇輝石安山岩)と，鮮新世滝川 l轄の川西恒に整合する

ぺシケ I:'i}岩(複輝石支 III 岩) ・九度山熔岩(複輝石立山岩)との 2 つに大別される

IV.2.4.1 二股橋集塊宕

1952leT三，橋本立の命名によるもので， 美深町西方のク jレベ i/ 横谷西端二股橋附近を模式
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⑪⑪

日清;

⑦
口
門

@
制
問
問

⑦
口
閥
問

a

⑤①

α

①

ζヨ粘土賊土 α一一沖積月

E3火山灰 F--- 蕗ノ訪

D~;l'岩 K---- Jllil!if'

R 一六号め oR r-

ζ立場土 c:3模土地土

~砂俊克日 1車土亡コ粘土

EJ 砂初当 D r-!"，粘土

~破伐岩 m;~ 茨

~lrH ;\1: L三時申告 E粘土

10

沖積層露頭 j也質柱状 l~

美深町市街地南方天堀川忠深橋下 Lee. No.536(C-2)
同上

同止二

美深町ウルベシ木流の沢 Loc. No.41(A-3)
美深町ウルベシ JWF 流 Lee. No.247(B-1)
実深町ぺンケ Lac. No.5(C-l)
智志文村-智西 Loc. No.176(C-2)
12i 忠文村智市橋 F流 Lee. No.178(D-4)

i問加内村北母子里 Loc. No.212(A-4)
名寄町市街地南西 Loc. No.10 (E • 5)
名寄町ウリ・造林の沢Loc. No.103(C-5)

第 11 図

①

①

①

①

①

⑨

⑦

一

切

助

一

⑪

⑪

15m,

地としている。元イ Iiは西のノく Jjl山地を広くおおい，一部はヰ i央の低地を越えて疋深町東

方の台地，および名寄町東南マクンベア刊近におよんでいる。

!6質は， 10cm~30cm ノペの支 dl~;の角蝶を，決灰色凝灰 ~fq'物買で穆結した集 J忠芋?を主体

として，一部に角陳凝!央岩，砂!日凝灰岩および火山牒岩を居状に扶有している(この店屑は，

ヴノレベ ν!出と漸移して，同時異相関係を示している。交山去の角礁は淡褐色，!え灰色ある

いは II吉川色で来日緊多孔貨のものから伯密堅硬なものまである。その種類は， 合輝石角閃石

支dJ吉・合紫蘇輝石百通輝石安山岩等もみられる。西部フミ塩山止を構成する集塊岩は，その

j字さ約 200m に達し，南部に向ってその!豆さを増す傾向がある。今背通輝平 J角閃石安来?の

角礁はドfI[l(こ多く，輝石火山岩の角操ば i二部 tこ多い。また，地区別にみると安山岩の fL]疎

は， l-[i 央の天 ltfr川低i与を坑として，丙では普通輝百，東部では紫蘇輝石が優勢であるつ

合紫蘇輝石角閃石安山岩の角礁は，東部の美深町東方台地および名寄町マグンベツ地
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区に多く，輝石安山岩の角礁は，母子里地!てに多い。さらに，合紫蘇輝石安山岩の角礁

は天塩山地東斜面に多いご

二股橋集i忠君 Ip に最も多い， 含普通輝石角閃石支山吉角操は， 1災問色でj;j'~下ではつぎの

ようである。

斑品: 斜-長石角閃石〉普通輝石

石基: ハイアロピリテイヅク構造，斜長石，磁鉄鉱，斑品の量はや宇多い J 角閃石

は，結品が大きくその周縁はオパサイトイとしまた，まったく緑泥石に変っているもの

もある c 斜長石は黒帯構造がし、ちじるしし九

二股橋事J!主計のひかくでき上部に， 局吉目的に故 m の!手さの'm岩jfLをともなうことがあ

あ c いずれも， 1?通輝石交山岩で， 主J宗inr ウノレベ νノill本流上流，クトシベツ川合流点附.iii ，

および J~/;~IHJサスキロー沢 1二流で，竪よ屯官にj宍有されて l) るのが観察されたご

二H党十町長塊~;は，岡村によって '!i tJJ百貨宅現ミ!?とされ，第三紀央報収!けを不整合におお

い，その [-~.-r}l)は棟計はifft移しているので，町三紀*lDJの火山7，r;到によるものとえL察されたれ

しかし，橋本および宰fJ'の今回の詞手tでは，三股稿集J屯~~~はト， (~!;I: I j;rf世ウノレベネ/何と同 II与

界引の l珂係にあり，下部は白主系を不整台におおい， -[:，'日ま新世 6 i)の沢 1\'"1 と整合

である r また，市三系の地肘ともに梧rIB)豆町をうけて l )ることがわかった、したがって，

隼自らは，第三紀中新世のものと考えている

IV.2.4.2 ニワプ熔岩(紫蘇輝石宏tIl 岩)

1952jr ，辛苦の命名によるもので，主深町 7 ねの沢の問のユウブ'J[[本抗に模式日 jな発達

がみられるのそのほか， I司帽の東北隅をしめ，さらに l、割高外ぺシケ，シマロザプ(ともに

恩根内問 IN~I)g) などブミ I品川低地から東の法域に J.三;くう J、 {i J して l 】る

芳賀は， Sfj' I)( 色から虫色の散密堅[直な信蘇搾打三rI J :F!' ~.;:;岩を主体とするが，その A部 lこは

集沈 ~r.i をともなうことがある二官官ば玄武詳のよ弓な外観をもち，その流理}f ilIJ に平行し

て，序さ 1 cm~10cm の促状節理が克ー達して l) る亡下では，給品「主は低く，ガラスが多い

斑品: 斜長石〉紫蘇輝石で普通輝石

輝石類は，その大部分が緑泥石イとしまた斜長石は細粒長柱状と白形をなしている c

石基は，ガラスの多いピロダキシティザク構造，またはインターサーダル構造で，微

細な針状の斜ー長石を多く合んで ν る c 磁鉄鉱の?陵中も !(i 、在してし、る。

ニウプ i官官は，岡村によって新明支1f T岩類の:耳石一三 rlT 岩とされたものであるつこの地域

では，ワノレベネ/)百と同時異相の関係にある二位楕宅地宕の上部に，ニウプ熔岩ににた岩!日

の角礁が分布すること，および図幅タト Jt 方地域のシマロップ・パシケなどでウノレベ ν屑と

同じ層準の合亜炭層と，同Ii与真相の関係にあることから，ユウプ熔岩は， 二股/情集 f鬼岩と
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ほぼ同期か，少しく後期の噴出によるものと考えられる。この熔岩は，さらに夜輝行安III

岩熔岩，および同集塊岩によっておおわれている。なお，奥上別地域の 1!日名山熔岩の---~部

も，ニヴプ熔岩にほぼ対比されるものと考えられる。

IV.2.4.3 ぺンケ熔岩(複輝石支山岩)

1954年五 J干の命名によるもので，定深町ペシケのニクプm岸の崖からニクブョ発電所附

近にわたる露出を，模式地としている。この熔岩は， [ヌi幅内東部山地を構成して，広く分

布しているもので，海輝イ山岩質熔Z}および集J鬼岩からなる。

rrfIT.2'i-はひんぱんに互凶し，また， しばしば民褐色の凝呪岩をはさむことがある。

情岩は， I皆既色から暗褐色から Or}褐色の官官同なもので，市円三方向に平行な 2cm~3

em の厚さのほ状節聞の発達が著しいノ

斑晶; 斜長石~普通路石二:紫蘇輝石

石主: ハイアロピリテ f ヴグ構造で，斜:長石，輝石，磁鉄鉱がみられる。や宇多斑

品質で，輝石は，普通輝行とわず、かに多色陀を示す紫蘇輝石がみられ，後者はしばしば

その時間にそってオパサイト[じして旬、る 3 奈|長石は，大形の白形結品で，黒帯構造が著

しく，包哀物として，輝石の;j、品がみられる。石基は，やペロガラスが多く，長柱状ある

V 、は針状め判長石を~.={~とし，そのほか，輝石，磁鉄鉱の微粒が散在している。

雫J忠 77は，明!官宕 lこはさまっている 1 em~30em ンの主J!J官角際(黒色限宥~多孔目)

が凝 lだ岩(背 Jゾ〈色~iGミ?と色)で昭和された境問{i之rJ l宕11のものであるコぺシケ:出Ffお

よび慢塊岩は， l\\)ぺ新枕川百)刊の土に笠;台ヲ Jこ重なっており，奥 t:別問幅の乙山信清，

糸魚、Ejiq;宕および年J)~宕なと、の梶時石交rJ l潤と，ほほ同町時!のものと考えられるの

IV.2.4.4 1L皮山情宕(慢輝石安山岩)

1954{fe ，辛苦の命名による σff[11 古からノ !L 皮山 (678.6 m) に王る堂山道 EA 沿いに，模式

的に先達がみられるほか，東部の 300 m J,;C[:の山段部を捧成し，いわゆる hl自信計のJliUB

持

をつくっている。

岩庄は，ヘンケ tf~岩と IJ';]，!ニ複輝 11支山 7まの l'{;岩からなるコしかし，いく分塩基性で， し

ばしば撒慣行を台む事がある。 この信吉;こは，流£'11}n司に平行して，厚さ 10em 前後の

j史tJ\i'n日宝の完i主がしユちじるしい。

鏡下では，斑品:斜長石〉輝石，石某:ピロタキシテ f ザク構造で，カマラス，斜長石，

輝石，磁鉄鉱などがみられるほか，まれに故国石がみられるつ

九度山熔岩は，ニウプ情岩，ペンゲ昨:岩をおおっているが，岩質的にみてぺンケ:~~吉に

類似しているので，これとほぼ日 JILj 代の後 i引に噴出したものと考察される。したがって，

養 地形的 I'こは，この;培岩流が、間あるドは滝を形成するつ
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奥士別|苅l福の於鬼頭岳熔岩などに対比され，第三紀末期の火山活動によるものである。

v±也質構造 (帯 12 間参照)

この地域は，犬出川凹J也告の 1 つで，北海道の地体構造の解l りHときわめて重要な位置を

しめているコすなわち，北海道の脊梁部の日高・北見山脈と，その四 mljの夕張・天tl;~山脈

の間に，一連に低i也'出; (jじから頓5.J IJ ・名寄・上〆川および t，;;;.t~Wfの諸設は)が南北につらな

いていることは，古くから山形および地問学行から目されていた。これらのうち，名寄

快

盆:地については，本格立な調査がおこなわれていない J しかし， 1952 年，橋本によって，

乙の lili[乏で，油田構造にみられるような :jt えな背引のイ(作が指Jlt可され， HtTP; とのihtf左な関

係を強調されたことは，この比|ζの構造の解明にj(jlJjをうえたものである J

V.1 摺曲: 摺[Jt]tMr が現地形を欠配していて，背判部は花形山 jに?な j止を，また rilj 判部

は低地を形成し，そのプ7" .:'iJ も jヒjじ百から[有印 l誌の判 lをもっている

)ミ J不背斜: 閃~J!函両市を山める犬!注山l'l ht 才、， ウノ:ノベ己 /JtJ] から石市東にのびた tll 肢を{ノ I:

d ている c この脊沼部には，背合 i村]が通っているハこれがたて背会 lである J しかし， f; 苛

西方のほぼ北にのびる山政は，断固によるもので電 た日 ~d;:i はこれによってななめにきら

れ， I叫rpM 南にふたたびあらわれているけ

背斜告 II I'刊には，自主紀屑および第三系ウレベ ν円が毘している w- 部を構成する二股

橋集 J忠宅;?との岩 11- のちが L ユによる倍蝕 1主の 1'1J 異から，背判 1~lfJj(li::) が j主形 :~~'I こ[円与を形成して

いる c とくに，智恵交問 J7 X出L! r; 主点 d;:j[1'j jにラほほ北に沈んだケルシパ、 y ト決の小弥、峰

群は， J>3 主の結果をよく 11りとじている

:主 j7E 背会 iは， FZi l田内のもっともいちじるしい構造で ， lib 田構造にも|店敵する規模をもっ

ている

深名背斜: 定深背斜の西 (Illj には，副背 ~Fi 日な深名 .god;:: が rj~(l ーするのこれは時 :J七里ウノレ

ベ乙/越の沢上流から，モ乙/リウンナイ川をへて，山名線ず T~司トユノネシに及ぶものである。

さらに，その北部の延長は打狩・ 7て出国ほの山版部にものびているにその柊にほ，ウノレ

持 地形学者によワて，名寄盆 iむの西側に著しい断層庄がみられ，両 Mf0- iと、しだ v、に抗曲崖と

なって終ワている，とのべられているだけである(また，地質苧者によワては，天塩川

凹地帯は地溝というより，むしろ地質構造の向斜部がそのまま地形的に問地となってい

るだけであるとのべられて ν る。 しかしいず、れも具体的な喪中?にもとづいているわ

けでなく，単なる臆測である。
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べ v屑の爽炭部屈の一部が露出し， その傾斜は両翼とも 16°~18° の綬傾斜で， 対称的で

ある。主深背斜との間には，断層を伴なう向斜が存在する。

智J忠文背利: 主深背余!の東方丘陵地 lとみられる小背斜である。智忠文村智北から智南

をへて，名寄町西方に達する北北西一南南東の軸をもち，ほぼ;右京背;j~'1 iこ並定する。その

両翼とも 100 内丹、の緩傾斜である。南部は洪積層におおわれて不明瞭になってし 1 る。川西

周から蕗の台屑までの若い新生代層が，この摺 1111運動の影響をうけている。

ペンケ背斜: 美深町東方台地から北西オテレコザペにのびる背斜であるっ二日広川流域

の沖積民地下を横切って，その二股橋集塊岩，および]f[百回に，その構造が追跡される c

両翼はの 200~50° の傾斜をもち，南東部の延長は交山宥・集塊岩のため不明倍になってし)

るが，花形ミサにはペシケから智恵文駅東方台地をへて，名寄[司J クーカノレワ νナイまでおよ

ぶようである。

パヨJ![珂釘: 美深町川西から智恵文村智百をへて名苛町a有利旦地区にのびている。こ

の河 ~~~-i は，いちおう，慢Jリ科的性格をもってし)る。この向斜軸の延長上には，川西屑の分

布がみとめられるが，さらに，このうえをおおった下部洪積世の蕗の台屑にも，その構造

が反映しているようである

この東方には，智恵文背斜の京刊に，ほぼ平行な九;f'1 が考えられる)すなわち，だiJR町下

市街ヰから符忠文村中央部落をへて，名寄町内淵に及ぶ司 ~'j であるョ沖積層及び洪積層に

おおわれていて，これを十分たしかめることができな l)o

仁子布白斜: rτi幅内東部の完j栄町ニワプから智恵交村北山をへて，同村智東天塩川峡

谷に及ぶ:司斜である :HEJf~i';~にあきらか lこ凹地として示されている c 安山岩の流血構造・

i)~状節理などでも，その刈斜の与でI:が哀付けられる

ウノレベネ/i(:fj斜: 美深背斜の西田iJにみとめられる印斜で， クノレベシ盆j主の形成にあずか

っている。その南方の延長は，ワノレベネ/川本流から，モ ν リクントイ iff J-.rJfCをへて回幅南

方に及ぶもので，断層によっていちじるしく構造が乱されている

母子里「司令I: 図幅南河隅のほ子里盆地にみられる盆状構造である♀グノレベ V'司会!とと

もに，ひじように綬かな lUl降状構造をなしている c その村方向も，ウノレベシ[司令:と，ほぼ

同じで，北北西一南南東にのびている。

このほか，耳目の支rlJ岩山崎にみられる水系の異状，たとえば，ニウプJj[，z流 7 線の沢

の流出にも 1 つの向斜構造が考えられる。

V.2 断層: 取も著しし】ものは，名寄西方の天店山地東斜面に，ほほ南北 lこ走り，現

地形にも再現されている c この南北系の断層には図幅丹、で，ウ/
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.系の jt: ln] にほぼ平行をするものでつぎの諸断層が

を士、ぎるものが見られ，この断層の西の背斜中核lこは蛇紋岩が露出する。この南北系の他

に，北京-T§;有系，及び北北西一南南東系の断層がある。

a) 南北系の断)凶

名寄断層: 犬立山地東山を限る断層で， 定深町J[[西線入口においては，J[l丙屑が 80°

内外に急会 i し，この断層の東側では地層はほぼ水平ないし1O ~20° の綬 f岐斜となっている。

さらに，南のパンケトヨマナイ川中流では，J[l西屑は 85° に急斜し，又その甫の諸沢に

おいても同様川河が直立し，或は逆転しているう

名古川 J丙方初茶志内地 lてにおいても同様，地屑の J妻乱が認められる。断層面そのものは

洪積におおわれて，認めることが出米ないが，市なる民曲にしては余りにも地層の擾香し

がいちじるしく，かっ Jじ北西~{布市東の摺出!樗逗が切断されている事支よりみて，この It~

のが推定されるふさらに地 TI~S] にも南北に凶線状にのびる山麓線と，その背後の :~l

~;HRi の組台せがこの({一円を古川けているつ

b肪) 北Jぷ乙;百7耳ヨ汗 1ト河9 1'市詰詰.東系の阿断

これに同する ο

クトンベ:ソ!所 ノワ〆ベシクトンベツ川合流点より南は母子里東 }J に及ぶもの

で， "主凶はこの!'i ff-; 討を坑としその南側がいちじるしく市にずれてし， J る。さらにクトンベヅ

川出口には，この断 l凶に起凶する渇泉がある他，図 l幅南部深名線沿線では集塊岩， [I こ fi lAじ

した戸 J礁をもった fiL~7i't~ 帯がある

ソワワシベツ回目イ三深町ソワワ νベツ 62 点の沢およびその南の知名沢において市

4i 、 a にみるように，二 1定時宅 i; ，Q官および 6 ワの沢!凶がいちじるしい擾乱をうけている

その民町ーはほとんと、出立し，約 30cm の断!凶粘 1ょを有している。

これらの断凶のほか，右京町 6 号の沢， I司川河 λ沢に l云j じ傾 J臼の小断屑がみとめられる J

長記;の主山岩・果 j見口広域の山段および ft 系が，北北西 南南東の方 i旬にならんでいる

ものも，摺曲構造と共に断層の{(:fEを反映しているように忠われる。その 1 っとしてお京

町東万の 288.2 三角点の百から智忠文駅をへて， 名J奇IHJ クーカノレワネ/ェナイにおよぶ智忠

文断叫がある。この断層は，ペンケ背斜を転移しており，一地形的にも明らかに追跡出来

るほか，阿-凶を境として，その ~tl~)j; こ渠塊宕・'火山岩の分布がいちじるしくなっている 3

しかし，新期の地層がこの上をおおっているために，その断!ぜ面をみることはできな lJ"

さらに，莞涼 7 線の沢にも安山岩・集塊岩をきる同傾向の 7 線の沢断層があり，ニワプ

発電所取入口 !;f~-~ £IのニワプJ[l印字に集塊岩・安山岩の擾乱部がみとめられ，この断層をは

さんで東側には紫蘇輝石之山岩，西側には複輝石安山岩の発達がみられる。これは日 j斜捧
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造の西翼を切断している。

c) 北東一西[有系の断層: 美深町ワノレベシ川横谷，およびソーワ νベジ地区にはこの

傾向の小断屑が 2， 3 認められる。ヲルベシ横谷は，このような傾 i司の断層の集合部に形成

されたものと考えられるが，若い地凶をかぶっているので確認されなかった。ただ，これ

を境にして南北に地凶が喰違う点，摺曲構造が一致しない点等より， その断層の存布が

推定される。さらに名寄町ワリ川 ll ，初茶志内川 I二流より日進の沢にのびる谷は断層谷の

可能 f生がつよいコこれは，日迭の沢下沢および初茶志内川上流にそれぞれ断屈が認められ

ること，および克深背斜の南端がこの線できられ，急、に南 }j へ高度を減ずる事支等より支

持されるもので，これを日進沢断 j固と仮称する。

上達の摺出 i ・断、)凶を弟 12 凶に D;.(i 示する ο

第 12 図地質構造略凶

本地区を通覧すると，北北西一南南東方向の摺曲軸を有する 5 つの背斜と， 6 つの珂引

が認められるが，その摺 1111 構造の形成時は， JlI I雪 I I'~t 町長後，智北屑堆積以前であるコしか

し，既に 6 号の沢 ItB tit 積後，川西!百堆積以前に，現在の天山山地，とくにその南部を隆起

したような，先駆的傾動運動があったことと，思われる。さらに，智北屑・蕗の台層等の

下部洪積世の堆積回も，弱い摺出 j在勤をうけているが，これは，恐らく，この地域の構造

を支配した，;FIi動の余波として，(乍られたものであろう。断層も，ほぽ摺 l出と同時代或はそ

れに伴なったものであるが，天塩山地東麓の南北系の断層は，既に川西層堆積以前!こ，そ

ー 31 ー



の先駆的活動があったものと考察される c すなわち， 6 弓沢屑堆積後恐らく白豆系基盤構

持

造に関係すると思われる南北系の断層運動で， :itt溝が形成され，その後l乙川西!凶の堆積

がf'-rわれたもので深町東部，および名寄町西部においては川西屑は， 6-~:::}の沢屑を欠い

て三股橋案塊岩を店長不整合におおうような i l!i lf5にあったものと考察されるのそしてて川

丙!ぷ問責後の棺出遅到に作われて，再びこれ等断層がi良市している。この場合，断Jf'三は 'i r1J

斜柏ふきんにしばしばみられるが，これは本山h;i<の摺曲l主動が Illl 降， lUll;;干のような上下迂

到によって特徴づけられ，そのiヲt ff4J {f\Sのよの tension part に， TE断層として形成され

たものに他ならない ス芳北系および，北北西一南南東系の断出は，一般に摺出軸を旧切

にする北東系の附府によて切断されるものが多いu 一方，南北傾 r!jの断!百は，さら

に汚い i言語系の正佳構造の影悼をうけていることはみのがすこととの来ない亨冗で，恐

らくこの白宅系並びに rCj 山系写の Ilj'it!j基盤~r;~~l に存在した構造が，ブミ川凹芯千百の形成を

骨骨

うながしているものであろう

VI ±也史および対比 (対比去，化打表参照)

見立および品目一構造の J立で，六要をのべたので，ここでは総括的考察を試みることにす

る

1 先ウルベシ層時代

この間幅の j二市中新位ウノレベ、ン!~以前の地屑は，主j宗背j子|の 1;1核 lと，小規模に露出して

いる上部白主紀の12Y忠文!ぼである c そのHA存状態からドーム構造の存在が推定されるが，

露出が不充分たとに，摺ftil断層店勤で擾乱しているため，これを確認することはできないコ

名寄図幅の南西部にある米鞠内地域および北部の屯別地区，南東部の奥士別地同などでは，

局部的ながら士官幌 r~準から幌加内 J凶準におよぶj ;j; JIi'!Jが発達しているが，この阿1届内では，

これらの地層をかいている。

2 ウルベシ層~6 号の沢層時代

上部白亜系智忠文層を，直接不整合におおうものは，上部中新稚内階の海jえによる陸成

相のクノレベ ν)ぜである、 ヴノレベシ層j仕積却には，三股橋実塊岩で示される激しい火山活動

勢 頓別地 Iてに於て白望系基盤構造に著しく南北系の断層が認められる。

州 これとほぼ同様な事が，樺大島において徳田貞一博士によって論じられて居り，この

ような点からみて樺太の中央白地帯は北海道の天塩川凹地;市と連絡を有するものと考

察される
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がともなわれた。

この火山活動は，主として角閃石支山吉で特徴づけられる。また東部に分布する紫t夜間

行必L! r岩の活動も，これにひきつづいて行われた。これらの激しl) 火山活動ののち， 6 乃の

沢屑で示される 900m にもおよぶ厚輔のモラッセ型の堆積層が，この地域に形成されたこ

6~~:の沢屑Jff:)占 i!dこは， IE天I品川沈降ともいわれるような門陸地向斜が形成され， 東南

日の北見山地から多重の物宜供給が行われたc

また 6 号の沢F.3 Jlt積中にも，すでに美深背利部には南部の曲隆による傾動直勤がおこ

なわれつつあった己また，ワノレベ ν脳， 6 号の沢屑を通じ， しばしば亜炭層が介在してし)

今+

るにまた合有植物化石は Betula Bron.giarti で特徴づけられ， I時代的にはと部中新世稚内

今争終

屑から戸間 J\'S の)凶行iξに対比されるモラヅセ可IJ の陸成屈であるョ

3 川西層の時代

6JJの沢!出世間後，この北海道で広くめられる後氾分明の j宝動が， このjU或にも波及

しているつそれは 6 号の沢凶を切るにきな南北↑*の断層で形成された，川目!吋Jlt~·責i:;!， rjifの

ι の↑宇陀である。

]11:-弓 )!"'i{ま，この凸;主に1:fu隠したモラザセ!日の陸成 Jmlで，その厚さ 850m に達する砂岩・

牒~;の優勢な Nt積物である c この J[[;J丙は Fagus jゆonica で持徴づけられ， 11作新il±滝川階

の!邑准の陸成層 lこ対比される

川百)凶 I二部には，東部 lこ JJ< く分布する複輝有安dJ:吉の熔岩および同*J鬼岩であらわされ

る，火山活動が起っている c

*令守勢

このいわゆる後滝川期には，いちじるしい槽曲疋勤，断層逗勤があったりその摺曲軸は

北北西一南南東方10Jをとり， .;':IT動の余波は洪積!掃にもおよんでいる。フミ温山地の東麓にで

きた南北系の断屑は，この|時期にふたたび復活し，川西層を切っている c これらの摺曲・

断層運動は，犬塩山地を地塁状にし，また，その:臼科部は盆jえに曲降して，天塩川向斜に

みられるような複 l司会iを形成したc

幹 BetulaBrongiarti は東北地方の上部中新 IIとの亜炭層に多く見出され，遠藤教授によ

づて Betula ;:首と命名されているハ仙台附近の根ノ白石植物也石層，青森東部の下北

半島に於ける近川層群の猿ヶ森層にその南出が多 ν

桝 図幅北;ケの思限内地!ズおよび西万の朱鞠内地 lてには， 本層と同じ層準に半決半申立な

いし海捷介イ仁石の産出がみられる υ

制令 石狩炭同地 l又に於ては，後追分期の開曲運動が著しい様であるが，新十津川地区の砂

川民地帯および天塩川問地帯北端の頓別地区，釧路阿寒地!ズ等に於ては後滝川期の楕

曲・断層運動も極めて苦し V ものである υ
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4智北層~蕗の台層時代

川丙屑摺曲後， I句斜部の凹地をうめて，智北)百の堆積がおこなわれた。これも砂礁にと

#

む陸成層で，亜炭)函を挟有する。この地屑の中からは， Acerjaρamωm THUNBERG を産

し，下部洪積世時代の堆積物であることを物語っている。

智JtN Ei の:t it積にひきつづいて，蕗の台回の堆積が行われた。これには Menyanthes trifo 司

9争終

liataLINNE の精子化石をふくむ泥炭屑が挟有される〔これら智北Jr'''i~蕗の台)討には，そ

の基盤第二三系の摺 III1 構造の余波と，巴われる，ゆるやかな起伏摺曲が認められる。

5 初茶志内層時代

蕗の台屑:tU~積後，この地域は侵蝕UJ'月]にあったコその後，凹地をうめる厚い砂牒腎のJif.

積がおこなわれた。これが台地瞭屑，あるいは山砂利回に対比される初茶志内!首であるつ

現在約 60m の厚さがあるが， :ttl~積当I1 ~J: は恐らく 200m の厚さがあったものと考えられる

天堀川lUI地九の初茶志内科は，いちじるしい偽!凶を示し，南東部の北見山地からの物買の

供給が，急速であったことを物語っているコこのことは，大雨期の千i{:!: とか，北見山地0)

持**

曲隆，天tkl川問地の Inl押などの地盤運動がペいに影してl' るものとちえられる u また，

美深背何百/庁のワノレベシ，母子里盆地区では，天l[;i~山地の存イI:によって，その行旧をこと

にし，粘土，泥!九時をはさむ比較的静かな山盆のJlf:荷物からなっている

6段丘地形およびその堆積層形成時代

ネノJ茶志 rJj居の:tit積で，凹地がtill積しつくされたっその後の陸地 L:舛で台地陳!吋は，侵蝕

開祈されるようになった。 7見右:の余地!点から 200m の高度にある 300m 段丘には，明らか

な地11':而や砂・陳および粘ーとからなる堆積物が残されている。この下位にさらに 4 段の段

丘而が見られる。その kにも同様なJiHti物がみとめられる。これらの面は，天塩}l lの流出

骨本層準より産出する Acer japonjrum はその葉片(lobe) が 11 であり，これは極めて

進イじした若い川!のもので，遠藤教授によると，次の如くその葉片のなと時代の関係が

示されている。

葉片 5 以下・・・・・・古第三紀

葉片 6~7 ……中新-m:

葉片 8~9 ……鮮新監

葉片 11 以上…・・・洪積世~現-[l!:

州 北海道に於ては，帯広地方の池間層，苦前地方の海岸段丘地積物の中から，その産出

が報官されている。東北地方では，青森県東部の三本木屑，野辺地層，および仙台附

近の青葉山傑層と， 直接関係が不明であるが，これより高位にある亜炭層中にも本

化石が産出する。

同勢 中尾氏9) による旭川近文台地にづいての考察にも十分このことがうかがえるつ
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およびその交流の侵蝕作用で形成されたものである。その出土を厚くおおっている粘土層

は， I日洪j函地形成末期当時の氾j監原堆積物である。これら段丘両は，オホーツク海岸およ

び杭円附j庄の海岸段丘と関係をもつものと考えられるの

なお，この図i同内の;ぺ塩川の流路は，はじめ初茶志内屑のとを流れた表生流時が，その

まま時出!下位の士山岩の i臼斜出に固定され，その後の週期的隆起の時期にも，ひきつづき

先行i主流路として， i市日与を維持したものである。この流路間定によって，名寄一美深間で

現 {l~みられる丘陵地が保存された。

ウノレベシ，母子旦在地の横谷の形成および余地内地形開析も，初茶志内開tit積後の侵蝕

期におこなわれたものである。

7 i中積世

台地丘陵地の花形問!千が，ほぼ現状にj~ くまでおこなわれてから，屡々沈水の時期があ

り，天出川流成およびその支流の谷は，砂・疎・粘土および泥炭で朗積されている J

I見{三はわずかに隆起して，天市川をはじめ各交流々域には，比I司数 m におよぶ低1{f:河岸

段丘，および低位田氏;半面が形成されているし

以上のべてきたように，名寄附疋でも頓別地区と同様に，犬j品川凹地帯は，第三紀中新

世以ボ杷えずその消去をくり返してし/ユる。そして，その根源となっているものは恐らく先

年三紀基盤岩の構造と考えられる c また，これによってこの地域の新生代同にみられるモ

ラザセ型の厚い陸成開の堆積，さらに天出川jUli也帯の現在の地形が作られた。

VII 応用地質

白書 1の有用地 F資涼は，亜炭のほかには，大きなものはないが，いちおうそれらの賦

千五状態をのべる

a) gp:炭: 中川亜炭田として知られており， I寸 1福山でも 2， 3 の炭砿によって版行され

たことがあった L しかし，現点はすべて崎山となっているので， fA 内の状態などの精細な

資料は得られない

[''Z iG日 l守にみられる亜災凶の露以および I~a tiLの {0:i 孟を，第 13 図に示したっ亜炭 )f~ を扶

イ!二する屑準はウルベシ屑・ 6J7 の沢国・ m両層および智北屈の各層にわれっている。

1 ウノレベネ/屑中の亜J支: 美深町ワノレベ乙/菅の沢に蕗出する褐炭状を呈する亜炭は，

外釈は天北炭に四百u;)、し， 30 年 :jiI無煙炭と称し採掘されたことがあった。その炭れ図を示す

と市 4 図 b のようである c 背斜軸部の穂岩屑巾に校有され， 70cm 前後のものが 2， 3 層あ

- 35-



A P C D E

5Km

るが，扶みが多く，いちじるしく授舌しを受けている。さらに，その r~a 後に集塊岩を快んで

し 3 る c

ウノレベキ/屑中には， このほか，幌加内村ほ子里東方モシリワシナイ川 I: 流に， 40cm 内

外の厚さの亜炭!起が集塊岩凶に挟まれて，背斜部 lこ露出している。

2 6 号の沢屑の亜炭: 主深町川西ワザゴヴヱンナイ沢上流で， かつて美深史拡によ

って版行され，ゴーライトを製造していた。亜炭の発熱量は 4，300~4，800 カロリーていど

である c

3 川西!出中の亜炭: ヴルベシ〆屑および 6 号の沢居中の亜炭は，上部中新世の!百準の

ものであるが，川西屈のものは，鮮新世回準{こ属するものである。川西の亜炭は，美深町川

西 4 線の沢で椋行されたことがある c その炭位図の一部は事 5 図 b に示した。炭層は操岩
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中 lこ挟在し， 80
U

iJfj後に急傾斜しているへl 大正末期，昭和 17 年および今次店伐後などに，し

ばしば開発がこころみられたが，いずれもその稼行は短期間に終っている。なお，名寄l司f

初茶志内 14 線の沢川q.:に，亜炭の小露頭がみられるが，川河層に層するものと考えれる c

4 智北屑の亜炭: 智恵文村北山にきわめて局部均であるが，木質亜炭が埋蔵されて

おり，昭和 16 年より 19 午まで，沖戸市の松)[:某および新東砿業弓によって稼行され，ゴ

ーライトを製したことがあるっ筆舌は，昭和 17 年新東砿奈川が毘主l-[i に同 :ijrを訪れたこ

とがある。当時は佐藤尚右衛門宅横lこ坑口を 3 佃もうけ， {百層水平J正道約 150m を掘進

していた。その坑I'~での民住凶は，第 7 図①のようである 草炭はきわめて新鮮な材質を

示し， しかも， j荒木の集合したような状態の不規則な出をなし，その I"下盤は淡黄褐色の

凝灰質砂岩からなる。

また，智北屑に属する相悪な亜炭の:専属!が，智北台地下の宗谷f泉市線 Ie.露出している

その柱状|ヌlは第 7 阿に示した。

智北!百の亜炭は，下部洪積世の屑準に属し，買はきわめて、担悪で，四日之のような部元が

多い。

b) 泥炭: 蕗の台屑 (Menyanthes 帯)に属する)函準の i尼宍層の小蕗出が，図幅 'I いた

の丘陵地の牒眉下に見出される。そのうち名寄 I JlJI付淵北河の智忠文街道棋のものは，ーと人

によって，燃料として利用されたことがある。その住状閃は，日三 8[ 、1に示しれとおりであ

る。このほか，名寄町有利里にも小露出がある。

初茶志内 J~ (台地牒!百)中の一日;にも泥炭が挟有されると美深町ウノレベシの蕗到のれ:状

は，第 9 図のようである。

沖積屑中にも，泥炭および苧炭が枚花しているが，これらは，怜料としては利用されて

し) tJ.し )0

c) 粘土: 盆Jill 周辺の段圧の表由 1こは，厚い粘土!百が発達し，いわゆる重粘土ヰ帯を

形成している。これらの粘よは，名寄町市街東南紙ケ圧，智恵文村百回および台 jむこ広く

分布している c fit ケ丘では，大正初年から煉瓦用に採掘されており，現在は名寄七管工主

株式会社により土管製造原料として利用されている。(第 7 およびぞ1O ~1 参照)

d) 砂金: 名寄町内淵 x塩川と名寄川との合流点，およびそれよりド流 1km 間の河

原には，微細な砂金が砂操中に漂慣されていて，名寄町舟 *f Jf~らによって採集されたこと

がある。これは，閃 I[偏東方に蕗叫する H高'fザからもたらされたもので，名寄川の流入と，

下手の天塩川 illぅ~谷が，砂金の漂積に関係あるものと考察される

e) 土木用石材および砂利: 名寄可東庁山地を構成する複輝召云山岩は，きわめてや i
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密室 r;i，gでほ状節理が 2~10em の厚さに発達しているので，土木用砕石などに採掘されて

いるごそれらの採石場は，名寄町日進沢・カラン沢およびクーカラワ Vナイなどである。

第 13 図にその位置を示す。

なお，名寄川および天上品川の河原には，火山岩，花岡岩，チャート，砂岩などの玉石お

よび砂利がえ量に分布し，土木用にさかんに採配されている。主な採取現場は，名寄川旭

橋ド・フミ塩川との合流点下流。天出川名寄大橋ドおよび 15 ね橋下などである。

f) 鉱泉: 西部の集塊宕が広く分布する地域!こ， しばしば硫化水素史を放ち，白い沈

澱物を生じている冷鉱泉が，川!ぶまたは川岸の岩盤亀裂から湧出している ο それらの位置

は附関市 13 [寸に示す c このうち湧水量の豊富なものは，先 j栄町川西サスキロー沢上流のも

の，同町ウノレベ Vのクトシベツ川とウノレベシ川との合流附近のもの，および幌加内村母 f里

水沢の沢流の?中間地 it 認められるものであるこ 7ミ j奈川丙サスキロー沢のものは， 20 余年

前温泉として開発が試みられたことがある士現但もその当時うちこまれた鉄管(内径 10.5

em) からさかんに初出し，その量 1 分間 36£ に達する G (男出口における温度は，昭和 29

年 8 Jj27 日の測定で 13)C であり，一方このじ付近の谷川の水温は g
e
C であった。なお昭和

26 年にお手付;務署では， 1+:1 有林内にあるこの鉱泉を開発し利用する汁阿を立案し，道路お

よび i山足立備などに1. Jを l 'れたが，およ泉の分 f:rf 結束が思わしくなかったため，鉱泉開発の

計画は中止のままになっている c 主81i林務所提供の主泉 7士粁去は;えのようである。

1) 昭和 26 年 9 月 4 口 北海道立工主試験場‘の庁析結果: 無見。，微濁， pH7.65,

蒸発問形物量 153 庖1 \1.， 灼熱減量 34.5 庖/立，クローノレ 14.0 揺/立

2) 昭和 26 年 9 月 26 日 北海道立衛生衛生試験喝の分析結果: 無色透明，~味吏

なし，水素イオン濃度 6.2 ， 20
G
C における比重1. 000 ， 1-i中の総 r~JJ 巳物 0.1940 g，重炭酸

イオン 0.0976 g，出素 0.0142 g，遊離炭酸 0.0220 g

分干rf結束から鉱泉に該当しないという判定であったp しかし現地では，かなり硫化水素

臭が強く，また白色および、淡紙黒色相J:!えの i)~i殿物が附若しているコ恐らく地下水の混入が

多いため分析した結束， J二にあげたような数字が去われたものと考察される c なお，本拡

泉は主目背斜の軸附近 lこ位するので，かつて橋本によって行油に関係のあるものとして注

;むされたことがある

g) 区i幅内には，褐鉄鉱団塊のー荷で，昭和 14 年天然記念物として指定保護されている

ものに高師小僧およひ鈴石がある。

1) 名寄高町小僧: 名寄町字有利里模沌村:の沖積層の粘土層中から産する管状褐鉄

鉱であるハ生成過程は，湿地にあった草木の恨に水酸化扶がまつわりっき，同まったもの
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で，その大きなものは，任 70cm におよぶものがある。

2) 名寄鈴石: 名寄町総ケ丘の河成段丘を形成する洪積!凶中に産する。 怪 3~7cm

位の球形または楕円形の褐鉄鉱岡崎である。多くは中空で，中に合鉄粘土の }5j(柱・砂粒を

もち，これを振ると妙音を発するので，鈴石の名がある。これは，恐らく浅い水底に生成

された粘土球に水酸化鉄がまつわったものであろう。
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Resume

Theareadescribedinthissheetissituatedinthecentralpartof

northHokkaido, andoccupiesthemainpartoftheNayoro basin, an

importantmemberoftheTeshiogawaDepression. Topographicallythe

areaisdivisibleintothefollowingthreesectionswithNNW-SSEtrend;

theyare , fromeastto west , Kitami mountainland , Nayorobasinand

Teshiomountainland. TheTeshioriverflowsdownnorthwardthrough

theNayorobasinwithafreelymeandering course, althoughitcutsa

gorgeintotheChiebunhillcomposedofandesiteandagglomerateabout

7kmnorthofNayorotownwhereisthemostpopulatedplaceinthis

sheet.

Thewriterhasbeenengagedinthegeologicalfieldsurveyofthis

sheetanditsadjacentareassince1952, andestablishedthefollowing

stratigraphicsuccessionfortheCenozoicdepositswelldevelopedthere.

1. FoundationoftheTertiary:

TheChiebunformationisthebasementcomplexinthisareaand

cropsoutonlyintheeasternflankoftheTeshiomountainlandasnarrow

inlierswithmeridionaltrend , formingcoresoftheBifukaanticlineof

theoverlyingNeogenedeposits. Itmainlyconsistsofgreenishgrey

finegrainedsョndstone anddarkbluishgreysandymudstoneintercalating
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marl noduleswithcharacteristic Upper Cretaceous fossils , such as,

Damesitesdamesi (JIMBO), E~ραchydi釘us haradai (JIMBO), Hamites(Po ・

ly ρtychoceras) Sp.Inoceramusyokoy ωnαi NAGAO& MATSUMOTO, and よ

spp.FromthesefossilstheChiebunformationmayundoubtedlybe

correlatedwithapartoftheUrakawagrouportheUpperEzogroup

inHokkaido.

2. Cenozoicformations:

A totalthicknessoftheCenozoicdepositsrangingfromUpperMioｭ

cenetoRecentattains2500m inthisarea. Andfurthertheseformaｭ

tionshaveyieldednumerouscharacteristicplant fossils , bywhichthis

areabecomesagoodregionfortheestablishmentofastandard 自oral

sequence to the younger Cenozoic deposits of terrestrial origin in

Hokkaido.

a. Neogenedeposits: TheNeogenedepositsdevelopedinthisarea

aredivisibleintothreeformations , namelytheUrubesni ，民 okug <3 nosawa

andKawakamiformationsinascendingorder.

1) Urubeshi formation. This formation interfingers with the

Futamatabashi agglomerate which unconformably overliestheabove

mentionedChiebunformationof UpperCretaceousage. Itmainly

consistsofdarkgreycoarsetoconglomeratictufaceous sandstoneand

siltstonewithfreequentlyinterbeddedandesiticagglomerateandvolgloｭ

merate. ThisformationoccursascoresoftheBifukaanticlineand

occupiesthemountainousregioninthewesternpartofthissheet. In

thelowerpartofthisformationsometimesbrowncoalseamsarefound.

BetulaBrongiartiETTlNGSHAUSEN, Betulasp.andothersilicifiedwoods

arecommoninthisformation.

2) Rokug6nosawaformation. ConformablYoverlingtheFutamataｭ

bashiagglomeratewhichinterfingerswiththeUrubeshi formation , the

Rokug6nosawaformationiswidelydistributedinthe north western

cornerofthesheetonbothwingsoftheBifukaanticline. Itconsists

ofbluishgreysoftsiltstoneandsandstoneandtheiralternationwith

interbedded thin bands of conglomerate and someworkablelignite

seams. Generallyspeaking, mudstoneispredominantintheupperpart ,

analternationofsandstoneandmudstoneinthemiddlepartand con ‘
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glomerateinthelowerpartoftheformation.

PlantfossilsdetectedfromtheRokug6nosawaformationareas

follows;

AcergiganteumGOEPPERT, BetulaBrongiartiETTINGSHAUSEN, B.cfr.

BrongiartiETT. , B.sp. , Corylussp. , Cyρerites sp. , Diosρi)lros cfr.brachyse ρα 1«

BRAUN, Purunussp.andSalixsp.OfthesefossilsBetulaBrongiartiETT.

isthemostcharacteristicone, anditiscommonintheUpperMiocene

NenoshiroishiplantbednearSendai , MiyagiPrefecture.

3) Kawakamiformation. TheKawakamiformation , about850m

thick , occupiestheuppermostportionoftheTertiarydepositsinthis

area. ItismostextensivelydistributedaroundBifukatown, although

somedetachedpatchesofthisformationarefoundalongtheeasternfoot

oftheTeshiomountainland.

Restingonvarioushorizonsoftheabovementioneddepositswith

anunconformity, itismainlycomposedofsandstoneandconglomerate

whicharesometimescrossbeddedwithsubordinateamountof:::.iltstone

andmudstone. Andfurtheritischaracterizedbycontainingsome

workableligniteseamsandplantfossils. Faguscfr.jαρ onica Maxim.

iscommonfromthisformation. Onbasisofthepaleontologicaldata

andthestratigraphicalrelation , theKawakamiformationofterrestrial

originmayeasilybecorrelated\\ア ith theTakikawaformationinIshikari

ProvinceandtheY百chi formationinTonbetsudistrict , bothofwhichare

oftypicalmarinePliocenedepositsinHokkaido.

b. Quaternary deposits: Quaternary deposits of this area are

classifiedintothefollowingformationsinascendingorder.

1) Chihokuformation. TheChihokuformation , about200m thick,

isdevelopedsporadicallyalongtheeasternmarginoftheNayorobasin.

AnotherdistributionismetwithnearKitamoshiriinthesouthwestern

cornerofthissheetasabroadbasinstructure.Itrestsnearlyhorizontally

onthefaultedandfoldedTertiarydepositswitharemarkableunconｭ

formityandconsistsoflightgreyturfaceoussiltstoneandsandstone

withinterbeddedconglomerateandligniteseamsofinferiorquality. A

verythickconglomerate occursatitsbasalpart. Acerja. ρonicum

THUNBERG, BetulaErumaniCHAMISSO, Berchamiacfr.racemosaS.& Z. ,
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Fraxinus?sp. , Fiωs? sp. , ]uglanssp. , Salixsp. , Styraxcfr.obassi αS. &

Z.andLanceolariacf r. ρisa/ormis (YOKOYAMA)arecollectedfrumthis

formation. AmongtheabovelistedfossilsAcerjaρonicum THUNBERG

isthemostcharacteristiconewhichiscommonfromthelowerPleisｭ

toceneShiobar<lplantbedinTochigiPrefecture.

2) Fukinodaiformation. Thisformationcropsoutonlyasseveral

patchesinthecentralpartoftheNayorobasin, thereforitsexactrelation

betweentheChihokuformationcannotbeobserved. Itiscomposed

ofclay, sandgravelandtuff. PeatseamscontainingMenyanthesseeds

aresometimesintercalated. Fromthefossilevidencewithitslitholoｭ

gicalandstructuralconsideration, theFukinodaiformationisregarded

asadepositsucceededfromtheChihokuformationwithoutanyhiatus.

3) Hatsuchashinaiformation. UnconformablYrestingontheeroded

surfaceoftheforementionedvarious deposits , theHatsuchashinaiforｭ

mationisdistributedonthehillylandsoftheNayoro, Urubeshiand

Moshiribasins. Itiscomposedmainlyofcrossbeddedsandandgravel

withintercalatedlensesandthinbandsofsiltandclay. Thethickness

isroughlyestimatedtobemorethan60meters. Fromthelithological

andtopographicalfeatures , thisformationmaybecorrelatedwiththe

plateaugraveloryamajarifoundatplacesintheJapanesePleistocene

deposits.

4) Terraceandfandeposits. Manyterracesandfansindifferent

altitudedevelopewidelyinthisarea , especiallyonthedepositionsurface

ofthepreceedingHatsuchashinaiformaion. Theyarecomposedofsand

andgravel , andusuallycovered withthickclaybedsontheirsurface.

Accordingtotheiraltitudetheseterraceandfandepositsareclassified

asfollows;high , middeandlowlevelones. Ofthem , thelastoneis

cosideredtobeHoloceneinage.

5) Floodplaindeposits. There are wideflood plains along the

Teshioanditstributaries. Theycomprisegravelandsandofseveral

metersthickwithpeatseamslocally.

Volcanicrocks:

Volcanicrockswidelydistributedinthisareaaremostlyflowsof

andesiteanditsagglomerate. TheyareFutamatabashi agglomerate ,
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Niupulava, PenkelavaandKudosanlavaascendingly , andtheformer

twoareintercalatedintheMioceneUrubeshiformaton , whilethelatter

twoareoftwopyroxeneandesiteextrudedduringtheUpperPliocene

timeintheeasternmountainousregion.

Geologicstructure;

SeveralfoldingswithNNW-SSEtrendarerecognizedinthequadangle.

TheBifukaanticlineismostremakableandcontrolsthetopographical

featueresoftheTeshiomountainland. OnthecontrarytheNayoro

basin, mostlycomposedoffloodplainsandhillylandsseemstocoincide

withthebroadsynclinalpartofthebedrocks. Therearealsoseveral

faultsobservedinthisarea. TheKutonbetsu, NayoroandChiebun

faultswithNNW-SSEtoN-Strendsareimportant , becausetheyseem

toberelatedwiththegenesisoftheTeshiogawaDepressiontogether

withtheabovementionedfoldingsand 自exures.

The grand structures of this area were formed during post

Kawanishi(Pliocene)andpreChihoku(earlyPleistocene)time , although

sometilting, foldingandfaultingalreadytookplaceduringtheUpper

Miocene, andfurthertheir influencehave yet continuded as gentle

warpingmovementsduringPleistoceneage.

Economicgeology:

Mineralresourcesfoundinthissheetarenot remarkable, except

theligniteseamsinvolvedatseveralhorizonsintheyoungerCenozoic

formations. SomeofthoseligniteseamshaveonceworkednearBifuka

-machi, butnowareabandoned. MineralspringsHzS order arealso

foundatplacesinthewesternmountainlandcomposedmainlyofandeｭ

siticagglomerate , andsomeofthemhaveoncebeenprospected.

Thelavasoftwopyroxeneandesiteintheeasternmountainlands

arelocallyquarriedatseverallocalitiesforengineeringcivilpurpose.

ClayinthepleistocenedepositsisusedforbrickmakingnearNayoro ・

machi.
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